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研究主題

自ら学 び自ら考 えるカを培 い、社会の変化に主体的に対応できる資質 を育て る地理歴史 ・

公民の授業展開の工夫

1主 題設定の理 由

1研 究主題について

来年度か ら年次進行 によって実施 され る高等学校学習指導要領(平 成11年3月 告示)の

総則 には、「学校 の教育活動 を進 め るに 当たっては、各学校 において、生徒に生きる力をは

ぐくむ ことを 目指 し、創 意工夫 を生か し特色ある教育活動 を展開す る中で、 自ら学び 自ら考

える力の育成 を図る とともに、基礎的 ・基本的 な内容の確実な定着を図 り、個性を生かす教

育の充実に努めなければな らない」 と述べ られ てい る。

今回の学習指導要領 の改訂は、昭和26年 に告示 された最初 の学習指導要領か ら数 えて5

回 目の改訂 であるが、学力そのものの議論 ではな く、初めて 「生 きるカ」 とい う人間として

の生き方や在 り方にまで言及 している。

このことは、国際化や情報化 、科学技術の発展 、環境問題 の深刻化や少子 高齢化社会の到

来 など、社会の状況が大 きく変化す る中で、豊かな人間性 をは ぐくむ とともに、一人一人の

個性を生か してその能力 を十分 に伸 ばす教育が求め られていることを意味 してい る。

地理歴史 ・公民の前身である社会科 とい う教科 が誕生 した当初 は、社会事象 をそのまま扱

うことが多かった。 その後、社会 の仕組みが高度化 ・複雑化 し、授業時間内にその仕組み を

すべて扱 うことは無理 になって しまった。 そのため、社会科全体 から内容の具体性 が失われ

て抽象化 し、その結果 として、現 実の社会生活 と遊離す る弊害が生 じてきたのではないだろ

うか。なかで も、地名や人名 、事件名 な どの固有名詞、さらには年号な どのむやみな暗記 は、

生徒の社会科嫌 い、社会科離れを引き起 こ した と反省せ ざるをえない。

来年度か ら新学習指 導要領 が施行 され るにあた り、地理歴史 ・公 民が知識 を暗記 させ る教

科 ・科 目ではな く、「国際社会 に主体的 に生きる民主的、平和 的な国家 ・社会の一員 と して

必要な 自覚 と資質 を養 う」 こ とを実践す る教科 ・科 目であることを再認識 して、生徒 自身 を

主人公 とし、 自ら学び 自ら考 える学習 を展開す ることが不可欠である。そ して、 こうした学

習 を通 して、社会認識に必要な知識 ・理解や概念、社会認識 を深める能力、社会的態度や能

力な どを身 に付け、生涯にわた って学び続 ける意欲 と能 力を培 うことによ り、社会の変化に

主体的に対応 してた くま しく生 きる資質をはぐくんでいきたい と考える。

そこで、本研究では 「自ら学び 自ら考えるカを培い、社会 の変化に主体的に対応できる資

質 を育て る地理歴 史 ・公民の授業展開の工夫」を研究主題 に設定 し、生徒 自身 が主体的 に課

題 を追究 し解決す ることができる学習展開の工夫について取 り組んだ。

2評 価 について

授業 を実施 した後には、授業 の成果 を把握 し、次回の授業の改善 に生かすためにも、必ず

評価 を行わなければな らない。教師 のひ と りよが りの授業 を防 ぐとともに、生徒 自身に 自ら

の学習状況を気付かせ るために も評価 は不可欠である。
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授業中の生徒の発言や アンケー トによる意見や感想 を集約 した り、生徒の記入 した ワー ク

シー ト等 を回収 した り、 さらには本時の授業で学んだこ とや気付 いたことをカー ドに書かせ

て回収す るな ど、 さま ざまな評価方法がある。そ して、個々の生徒 の学習状況を正確 に把握

す ることによ り、生徒の実態に即 した学習活動を展開 し、生徒 自身を主体 とした 自ら学び 自

ら考える学習 を定着 させ ることが肝要である。

そ こで本研究では、指導 と評価 の一体化を進めるために、評価 規準や単元の評価計画 を立

て、効果的な評価方法の工夫 についても取 り組んだ。
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基本となる資質

社会認識に必要な知識 ・理解や概念

社会認識を深める能力、社会的態度

・知識偏重

・地理歴史 ・公民は暗記科 目

・深 く考 えることが苦手

・社会問題 に無関心

・国際化 ・情報化

・科学技術の発達

・環境問題

・少子高齢化
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∬ 内容

1日 本史 「女性の地位 ・権利の歴史」

(1)内 容設定の理由

現代社会は、情報化社会 とよばれ ている。生徒たちは毎 日の ようにマスメデ ィアか らあふ

れ る情報 を半ば一方的に与え られ ている状態で ある。その中で生徒が主体性 をもち、情報 を

収集 し、取捨選択 し、活 用 してい くとともに、 自 ら発信者 と して積極的に社会 との関係 を構

築 していけるように我々は指導を心掛 けることが大切 である。 そ して 日本史 とい う教科 を通

して、自ら学び、 自ら考え、 自ら発 信 していける資質を培 っていかなければな らない。

昭和60(1885)年 の男女雇用機会均等法の制 定に続 いて、平成11(1999)年 には男女 共

同参画社会基本法が制定 され た。東京都 で も平成12(2000)年 に全国の多 くの 自治体に先

駆 けて 「東京都男女平等参画基本条例」が制定 され、男女平等への取組が これまで以上に進

められ てい くとともに、男女 ともに個性 と能力 を発揮する機会が確保 され、あらゆる分野に

おける活動 に意志決定段階か ら参加 し、すべての都民が性別 にかかわ りなく、個人 として尊

重 され、男女が対等な立場であ らゆる活動 に参 画 し、責任 を分 かち合 うことな どが 目指 され

るようになった。

しか し今 目、男女の平等は果 た して実現 され ているのであろ うか。 実社会においては賃金

の格差、差別的な処遇やセ クシュアル ・ハ ラス メン トなど、いまだに後を絶たない女性に対

す る様々な不当な事実が各方面で取 り上げ られ ている。比較 的早い段 階か ら男女の平等が推

進 され てい る学校生活 を過 ご してきた生徒 たちが、実社会に出てこの問題 に直面 した ときど

のよ うに対処 してい くので あろ うか。

日本史の教科指導の中で、女性 の権利の歴史 とそれ に伴 う先人の努力の過程を学ぶ ことに

よって、男女平等参画社会の実現 に向かって、今何を考 え行動するべきなのかを生徒たちに

気付かせ積極的に考 えさせ てい くことが重要で ある。そ して、 こ うした学習 を通 して、 自ら

学び、自 ら考え、 自ら発信 していけ る資質を培 うことが必要 であ ると考え、 「女性の地位 ・

権利の歴史」を研 究内容 に設定 した。

(2)研 究内容 と方法

日本 史グループでは、 「女性 の地位 ・権利 の歴史」 をテーマ に、以 下の指導計画案 のよ う

に4時 間構城 で主題学習を設定 した。 主題学習 は、来年度か ら年次進行 により実施 される高

等学校学習指導要領(平 成11年3月 告示)の 大 きな特徴 であ り、そのね らいは、「主題 を設

定 し追究す る学習 を通 して、主体的な学習 ・歴 史学習の方法 、歴史的な見方や考 え方を身に

付け、さらに、これ を総合化す ることによ り歴史的思考力の育成が期待 され る」ことである。

なお、本研究 内容 は 「日本 史B」 の 「(1)歴 史の考察」の 「イ歴史の追究」の 「(オ)

法制の変化 と社会」に位置付けて実施す る。

年間の学習活動 を通 して、 自ら学び 自ら考える力を培い、社会 の変化に主体的 に対応でき

る資質 を育ててい くことを 目指 し、本4時 間もその中の一つ と して位 置付 けられ る。

第1時 と第2時 では、近世以前の女性 史を取 り扱 う。そ こでは内容 に深入 りす る ことなく、

た とえば、時代 のお おまかな流れや 有名 人物 、「三従の教」 な ど生徒が一度 は聞いた ことが

あるような事項 、また最近話題 となった新紙幣 を取 り上 げて概説を していきなが ら、性別に
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かかわ りな くとも興味 ・関心 を高めていくとともに、 自ら学び 自 ら考えてい くために不可欠

な基礎 ・基本 となる歴史事項 を学習 させ る。

次に第3時 では、具体的 な資料を提示 し、それ を比較 ・検討 させなが ら自分で考 え自分で

答え を導 き出 していく学習 を行い、思考力や判断力 な ど社会の変化に主体的に対応 してい く

ための資質を養 う。

さらに第4時 では自分の学んだ こと、考 えたことをま とめ させ 、主体的な学習 ・歴 史学習

の方法 を経験 させ なが ら、歴史的な見方や考え方を身 に付け させ る。発表 とい う形式 を取る

ことによって学習の主体であるこ とを意識 させ、 自分 の考 えをいかに相手 に正確 に伝 えるか

とい う難 しさを経験す ることによって、今まで断片的であった歴史的知識 と思考を統合す る

ことの必要性 を高め、歴史的思考力すなわ ち論理的思考力の育成 が行われ る。

全4時 間の学習活動 において、生徒の学習への参加意欲 を高める とともに生徒 が授業の展

開を常に把握 できるよ うにワー クシー トを活用す る。 ワー クシー トの作成 にあたっては、生

徒 が主体的に授業に参加できるよ うに、 自分で考 えまたは資料 か ら探 し出 し答え られ るよ う

な工夫を した。 ワークシー トは毎時間配布 し、提出 させ ることに よって、学習状況や感想 な

どか ら生徒 たちの理解度や授業展開の適否 を評価す ることによ り、それを次の授業の改善に

役立てるよ うにする。

【指導計画案 】

学習項目 具体的な学習 内容 ・学習活動 留意点

・近世以前に ・新札(樋 ロー 葉)の 発 行や 知 っ てい ・時代背景を概説 しなが

お けるの女 る歴 史上の女性 な どについて聞き、 ら、女性史の大きな流れ

性 の 地位 ・ これ か ら行われ る授業に対す る興味 を理解 させ る。

権利の変遷 ・関心 を高 める。 ・多様な見方ができるよ

第 ・「三 従 の教 」 や 「三 行 半 」 な どに 見 う、近世の庶民の女性像

られ る当時の女性像を考察する。 な どにも触れる。

1 ・本 時 の ま とめ を書 い た ワー ク シー ト ・家庭学習 を出す ことによ

1を 提 出す る。 って、身近な問題 と して

時 とらえられ るよ う工夫す

る 。

<ワ ー ク シ ー ト1>

〈イ ン タ ビュープ リン ト〉

5



・近 代 にお け ・ワー クシー ト1を 返却 し、家 庭 学 習 ・史料に触れる機会 を多 く

る女性 の地 の結果 を発表す る。 とる と ともに、 単 な る読

第 位 ・権 利 の ・「治安警 察法」 「青鞘」 「衆議院議 員 み 下 しでは な く、 そ の時

変遷 選挙法」な どを通 して、当時の女性 代背景を織 り交ぜなが ら

2 の地位 と権利 について理解す る。 解説をす る。

・明 治 ・大正 ・昭 和初 期 の

時 ・本 時 の ま とめ を書 い た ワー ク シー ト 政府が女性に期待してい

2を 提 出す る。 た こ とを とらえ させ る。

〈ワ ー ク シ ー ト2>

・明治 民 法 と ・近 代 日本 の女 性 の地位 ・権利 を、 明 ・ま とめや 考 察 は 、文章 で

現行民法の 治民法 と現行民法を参考 と して、 ワ 記入 させ ることによって

比較か ら見 一 クシー ト3を 完成 させなが ら比較
表現力を養 う。

第 た女性の地 ・検 討 ・ 考
,.,を 行 う 。

・自分 自身の問題であるこ

位 ・権利 ・本 時 の ま とめ を書 い た ワー ク シー ト との意識を高める。

3 3を 提 出 す る。 ・明治政府 が法の中で どの

ように女性 を位置付けて

時 いたか を理解 させ、それ

が現代社会 に与えている

影響 について も考 えさせ

る。

〈ワー ク シ ー ト3、 資 料 〉

・発表授業 ・前 回 の授 業 で 作成 した ワー ク シー ト ・発 表 で は、自分 の 言葉 で 、

3を ま とめ、考察 したこ とを発表す 自分の意見を伝 え られ る

る 。 よ うに させ る。

・歴 史的背景か ら明治民法下では、女 ・意見交換の時間を設 け、

性 が法によって 「家」制度 の中に組 主体性 をもたせ る。

第 み込まれ ていた ことを理解す る。 ・現在で も残 る 「家」制度

・現 行 民 法 に お い て は 、 「家 」 制 度 は にも気付 かせ る。

4 存在せず、女性の位置付けが変化 し ・生徒か ら問題提起 をさ

たことを理解す る。 せ 、自分たちの問題 であ

時 ・現代社会において確立 した男女平等 るこ とを認識 させ る。

社会が 、果た して実現 されているの 〈ワー ク シ ー ト4>

か 、 され て い な い と した らどの よ う ・自己評価票 を記入 させ る

にすれ ば実現す るのかを考 える。 こ とで、 一連 の授 業 を振

・本 時 の ま とめを 書 いた ワー ク シー ト り返 らせ、知識 の定着 と

4を 提 出す る。 意識 の確認をさせ る。

・自己評 価 ・自己評 価 票 を記 入 し、提 出す る。 〈自己評価 票〉
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(3)学 習指導案

第1時 近世以前 における女性の地位 ・権 利の変遷

ア 本時のね らい

4時 間構成 の単元 「女性の地位 ・権利の歴史」の第1時 として、単元全体 の導入の時間

と位 置付けて授業を展開する。

第1時 は、歴史上の女性 に関す る話題 を取 り上げ ることにより女性史に関心をもたせ 、そ

の地位や権利について考 える動機付け となるように授業 を展開す る。また、生徒が 自 ら学び

自ら考える学習活動 を行 うための素地を作るとともに、基礎的 ・基本的な女性 史を概説す る。

本時では、女性 史を学ぶ うえで注 目すべ き事例 を取 り上げなが ら理解 を深 めさせ 、近世以

前の女性 の地位が必ず しもすべ てにおいて不平等な立場 にはなかった ことに気付 かせ る。

イ 本 時の展開

学習事項 学 習 活 動 指導上の留意点

・女性 史学習 につい ・女性の 肖像モデル として採用 され ・新紙 幣の話題 で女性 の地位

導 て た樋 ロー葉の新紙幣発行 の意義に や権利の問題に関心をもた

つ い て考 え る。 せ る。

・歴 史上 に登場す る女性の人物をあ ・発 問 に よ り、 生 徒 の 女性 史

入 げ る。 に関する既習事項を確認す

・なぜ 女性史 を学ぶ のか考 える。 る 。

・近世 の女性の地位 ・史 料 「三行 半 」 を読 み 、 さ らに縁 ・細 かい部 門史にな らない よ

と権利 切 寺についての説明を聞 く。江戸 う注 意す る。

時代 にお いて、離縁状は男性側か
・現代の離婚届の様式や 三行

展 ら一方的 に出 され るな ど、離婚に 半の体裁を板書す るなど、

関 して一般的に女性 が不利 な立場 黒板を活用して生徒の関心

に あ った こ とを理 解す る。同時 に 、 を高 め る。

「三行 半」は女性 にとって再婚許 ・史料 の内容 を平易に解説 し、

可状的な意味合いもあった とい う 史料読解よりも内容理解に

点、女性 か らも離婚 を請求 できた 重点を置 く。

開 点、縁切寺など女性側から離縁す

る手立てが あったことについても

知 る。

・史料 「和俗童子訓」にある 「三従

の教」を読み、女性は生涯男性 に

従 わなければな らない とい う江戸

時代 の女性観 について知 る。
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学習事項 学 習 活 動 指導上の留意点

・古代や 中世の女性観 の説明を聞 ・各時代 の女性史 を取 り扱 う

展 き、古代に多 くの女帝が存在 した 際に、その地位や権利 が階

ことや鎌 倉時代 の 「御成敗式 目」 層 によって も違 うこ とを指

開 に見られる女性の相続権などか 摘 す る。

ら、時代 によって女性 の地位 ・権

利が異な ることに気付 く。

・近世以前の女性 史 ・本 時において学習 した近世以前の ・家庭 学習に よ り、生徒 が女

ま につ い ての ま とめ 女性の地位 ・権利 の変遷 につ いて 性 史 にっ いて興 味 ・関心を

理解 した ことや疑問点な どについ 深 め、主体的 に学習でき る

と て整 理 しま とめ る。 よ うにす る。

・ワー ク シ ー ト1を 提 出 す る。

め

・家庭学習 ・身近 な女性か ら、女性 として今ま
・「イ ン タ ビ ュ ー 結 果 記 入 用

でに性 による区別 を感 じたこ とが 紙」 を配布 す る。

あ るか イ ン タ ビュー して くる。

ウ 評価 の観点

・女性 史に関心 をもち、学ぶ意欲 をもてたか。

・提示 され た教材か ら、近世以前の女性 の地位 ・権利 にっ いて理解す ることができたか。

・発問 に対 して 自分 の考 えを述べた り、ワー クシー トの記入 に積極的 に取 り組 むな ど、

進んで学習活動 に参加 できたか。

〔樋 ロー葉 の新五千円札〕*財 務省印刷局ホー ムペー ジより
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第2時 近代 にお ける女性の地位 ・権利の変遷

ア 本時 のね らい

近代化 の道 を歩み始 めた 日本であったが、 「家」制度の もとでかえって家父長制は強化

され、女性の地位 は低 く権利 も認め られ なかった ことを理解す る。また、婦人参政権運動

な ど女性 自身 による女性解放への動 き もあったが、戦争へ向か う過程で中断 して しまった

ことな どを史料 を読み取 りなが ら考察す る。

イ 本時 の展開

学習事項 学 習 活 動 指導上の留意点

・本時の学習 につい ・前時 に出 され た家庭学習(イ ンタ ・生徒 各 自が調べ て きた内容

導 て ビュー)で 調べた結果 について発 か ら、本時 の学習 に対す る

表 し、現在の女性 の地位 ・権利の 生徒 の興味・関心を高 めるよ

入 問題が近代の歴史の延長線上にあ うにす る。

る こ とに気 付 く。

・近代の女性の地位 ・女子教育の方針であった 「良妻賢 ・ワー クシ ー ト2を 配 布 す る。

について 母教育」や、「治安警察法第五条」 ・女性 の地位 ・権利 の状況 が

か ら、女性の政治的権利 が認 めら 前時に学習した近世から連

れ ていなかった ことを確認す る。 続す るものであ り、国家の

展 定めた法によって さらに強

化 された ことを理解 させ る。

・女性解 放の動 きと ・「元始女性 は太陽で あった」 を読 ・婦 人参政権運動 な ど女性 自

銃後 の女性 にっい み 、女性の置 かれた状況 を知る と らの地位 向上の動 きが あっ

て ともに、その後の女性解放運動 を た ことを理解 させ る。

開 概観す る。 ・婦 人参政権運 動は方 向を転

・「普通選挙法第五条」で女性 の参 換 していき、女性は銃後 の

政権獲得が実現 しなかったことを 守 りとしての役割(男 性 に

確認 する。 代わ る労働力 として ・産む

・戦争 に向か う中で、女性 に求め ら 性 と して な ど)を 求 め られ

れた ものを考察す る。 た ことを理解 させ る。

ま ・本時の授業 を振 り ・本時 において学習 した近代におけ ・自らの課題 として本時の授

と 返 り、ま と め る 。 る女性の地位 ・権利 の変遷 につい 業 を振 り返 らせ る。

め ・次時の説 明 て、理解 したことや疑問に思 った ・ワ ー ク シ ー ト2を 回 収 す る 。

こ とにつ い て整 理 しま とめ る。

・次時 の授業につ いての説明を聞

く 。
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ウ 評価の観点

・インタ ビューを通 じて、主体的な学習ができたか。

・イ ンタビューの回答か ら、女性の地位 ・権利 にっ いて関心をもったか。

・自ら史料 を読み とった り、考えた りしよ うとしているか。

・近代の女性の地位 ・権利の変遷や状況を理解 できたか。

・史料 を読み取 り、各設 問に答 えた りま とめた りす る学習活動か ら、女性の地位 ・権利

に関す る問題点や 自分の意見な どを導き出す ことができたか。

‐io‐



第3時 歴史の中における女性の地位 ・権利の変遷

(明治民法 と現行民法の比較 ・検討か ら女性 の地位 と権 利を考察す る)

ア 本時のね らい

前時 までの通史的な女性の地位 ・権利 の学習 を踏ま え、現代社会 につながる女性の位 置

付 けを、明治民法や現行民法な どの資料をもとに作業学習を行 いなが ら読み取 らせ る。

そ の中か ら、なぜ 女性 の地位が法の中に低 く位置付 けられ ていったか を主体的 に考察 さ

せ てい く。

イ 本時の展開

学習事項 学 習 活 動 指導上の留意点

導 ・第1・2時 の授 業 ・時代 とともに女性 の地位 が どの よ ・女性 の地位 ・権利の変化に

の復習 うに位 置付 け られ てきたかを通史 気付 かせ る。

入 的側面か ら確認す る。

・民 法 につ い て ・民法の概略 を理解す る
。 ・民 法 につ い て説 明 す る。

・作業学習 ・近代 日本 の女性の地位 ・権利 を明 ・近代 日本 において女性 の地

(資料を読み取 る) 治民法 ・現行民法な どを参考に し 位が低く位置付けられてい

なが ら、ワー クシー ト3を 作 成 し、 た こ とが特徴 と して表 れ る

展 比較 ・検 討 ・考 察 を行 う。 民法を資料 として活用す る。
・他 の諸法典 にっい て も参考

・近現代 の女性の地 ・次の民法の具体的な内容を比較 ・ にす る。

位 ・権利 の歴史 と 検討す る。 ・机 間指導 を適 宜行 い、助言

問題点の比較 ・検 1基 本的な原理の比較 を与 え る。

討 ・考 察 2婚 姻についての比較

開 3夫 婦についての比較

4親 権についての比較

5扶 養についての比較

6相 続についての比較 ・ま とめや考 察は、文章 で記
・資料 を読み取 り、その比較を表 に 入 させ る ことによ り表 現力

ま とめ る。 を養 う。
・資料及び表の比較 ・検討か ら何が

読み とれ るか考察する。

ま ・民 法 の比 較 ・検 討 ・明治民法お よび現行民法 の比較 ・ ・ま とめた ワー クシ ー ト3を

と についてのま とめ 検討 か ら、現代社会にお ける女性 提 出 させ る。

め の地位 ・権利の問題を考察 し、ま 次回の授業 で発表す る こと

と め る 。 を伝 え る。

ウ 評価 の観点

・前時までの授業 をふまえ、 ワークシー ト3を 作成 できたか。

・資料等を読み取 り、各設 問や まとめなどの作業か ら主体的 に考察 し、女性の地位 ・権利

の問題点 を導き出す ことがで きたか。
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第4時 歴史の中における女性の地位 ・権利の変遷

(作業学習の発表及び主題学習のまとめ)

ア 本時のね らい

前時の作業学習を うけて、学習成果の発表を行 う。 その際 、他の生徒の発表 ・意見や教

師の解説を聞いて今回の主題学習の まとめを行 うとともに、女性の地位 ・権利についての

認識 を深 めさせ る。

また、最後 に生徒 による自己評価 を行い、 この学習成果 を確認す る。

イ 本 時の展開

学習事項 学 習 活 動 指導上の留意点

・前 時 の復 習 ・第3時 の作業学習のポイン トを確 ・前 回の授業で提 出 した ワー

導 認 す る。 ク シー ト3は 、 事前 に 返 却

入 して お く。

・作業学習の結果 の ・前 時 の授 業 で作 成 した ワ ーク シ ー ・ワ ー ク シ ー ト4を 配 布 し、

発表 ト3を ま とめ 、考 察 した こ とを発 ま とめ ・考 察 を行 わせ る。

表 す る。

・民 法 の比較 ・検討 ・発表 を聞 きなが ら他 の生徒の考 え ・発表時においては重要なポ

一

を ま とめ、 ワー ク シー ト4に 記 入 イ ン トや疑問点 については

す る。 適宜説明を しなが ら授業 を

展 ・まとめた表か ら明治民法 下で、女 進 め てい く。

性 が法によって 「家」制度のなか ・意 見交換の時間 を設 定す

に組み込 まれい った ことを理解す る 。

る 。

・明 治 民法 の も とで ・なぜ明治政府が 「家」制度 を重視 ・生 徒 の 発 表 を受 け て 、

の女性 した明治民法 を制定 したのか、歴 「家」制度 ・戸主権な どを

史的背景を考察す る。 中心に近代の女性 の地位 ・

開 権利の歴史を解説す る。

・明治民法及 び現行民法 の制

定過程 についても触れ る。

・現行民法のもとで ・戦後の現行民法で民主化が図 ら ・現代社会 において も 「家」

ので女性 れ、戦前の 「家」制度は廃止 され 制度的考え方が残存するな

たが、現代社会において も 「家」 かでの問題点と課題を指摘

制度的考え方が残存 してい るこ と す る。

を理解 す る。
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・現代社会 における ・昭 和30(1955)年 頃 か らの 高度 ・女 性 の 平等 ・自立 を様 々な

女性の位置付けと 経済成長期 に 「男は仕事 ・女は家 分野で実現す るには、長い

展 問題点 庭」の性別役割分業観 が定着 した 年 月と運動の歴史があった

こ とを理 解 す る。 こ とを解 説 す る。

・昭 和45(1970)年 代 か ら性 差別 ・近 年 の動 向 と して昭 和60

撤 廃運 動 が広 が り、昭 和45(1970) (1985)年 の 男女雇 用機 会 均

展 年の国連総会における女子差別撤 等 法 ・平 成ll(]999)年 の

廃条約採択以降、男女が対等の立 男女共同参画社会基本法に

場で共同 してつ くる社会への施策 も触 れ、問題 点や課 題 を指

が始まっていることを理解す る。 摘 す る。

・問題点 と今後の展 ・女性の地位 ・権利 の変遷 を踏 まえ ・発表及び解説 をもとに今回

望のま とめ た上で、民主的な男女の在 り方に の主題学習 のまとめをさせ

つい て 考 え る。 る 。

・民主的 な男女 の在 り方 とは

ま 何かを考 えさせ る。

・男女 平等 の実現 に向 けて様

と 々な問題 が残 され て いる こ

とに気付 かせ 、問題 を追究

め してい くことの大切 さを指

摘 す る。

・自己評価票 の記入 ・今回の主題学習 についての 自己評 ・自己評価票を提 出 させ る。

価 を行 う。

ウ 評価 の観点

◇発表 ・解説 について

・発表 を分 か りやす くで きたか。

・他の生徒 の発表や意見 ・教師の解説を聞き、 自分の考えをま とめることがで きたか。

◇内容 について

・明治民法によって、女性 は 「家」制度 の中で法的に低 く位 置付 けられたこ とを、 当時

の歴史的背景 も含 め理解 できたか。

・「家」制度的な考え方が今 も社会の根底に残存 していることを理解できたか。

・男女平等社会 を実現す るための課題 と展望を見付け出す ことができたか。

一13一



〔目本 史 ワー ク シー ト1〕

女性の地位 ・権利 の歴史

1中 世後期～近世

室町、戦国時代以降、封建制の確立に伴って家督の観念が形成され家父長制が定着 し、

女性は嫁入婚の浸透 とともに家に従属させ られるようになる。江戸時代の幕藩体制下にお

ける女性は、家督を継承する男子を出産することを要求され、忍従の生き方を強いられた。

【史料2】 封建的女性観(三 従の教)

婦 人 に は 、 三 従 の 道 あ り。 凡 そ 婦 人 は 、 柔 和 に して 、 人 に 従 う を道 と

す 。 わ が 心 に ま か せ て 行 な うべ か ら ず 。(中 略)父 の 家 に あ りて は 父 に

した が い 、 夫 の 家 に ゆ き て は 夫 に した が い 、 夫 死 して は 子 に し た が うを

三 従 と い う、,

(和 俗童 子 訓)

(2)カ ッコ内 にouを 入 れ よ う。

幼 い時 は(ア)、 結 婚 す れ ば(イ

に従 う3っ の道 。 女 性 の心 構 え。

)、 夫 の 死 後 は ぐウ )

1

竃

ー

【史料 且】離縁状(三 行半)

一札之事

一 お しま儀私妻二貰請申候処

此度其元江御返 し申候 何方江

縁付候共構無御座候 為後 日

離別如件

寛政八年 大奈良村

辰六月廿六 日 加蔵

下海瀬村

中右衛門殿(土 爆家文魯)

(1)三 行 半 に っ い て ま と め よ う。

II古 代～ 中世前期

邪馬台国の卑弥呼以来、女性は政治的権力からまったく排除されているわけではなかっ

た、,また、一般的に官職をはじめとして女性の地位は相対的に低く、女性の相続も事実上

減少していくとはいえ、中世前期頃までは、武家社会の中で女性の所領も認められ、母親

の権限も相対的に高かった。

★今 日の 授 業 を 受 けて 、 あ な たが わ か っ た こ とや 気 が付 い た こ と、 考 えた こ とや 疑 問 点な

ど を書 き な さ い。

*史 料は 『新版 目本史史料』(吉 川弘文館)よ り

年 組 番 氏名



皿 近代

女性の地位 ・権利 の歴史

1

嵩

1

1近 代 の 女 性

明治維新によって近代国家の道を歩み始めた日本であったが、家父長制は強化され、

女性は家 ・夫に従属す る存在であった。女性には政治的権利がいっさい認められず、

教育においても男子と違 う教育課程や(ア)教 育が行われ女性差別は

大きかった。

【史料1】 治安警察法(1900年)

第五条

イ

四

五

六

七

ー

左に掲ぐる者は政事上の結社に加入す ることを得ず。

現役及召集中の予備、後備の陸海軍軍人

警察官

神官神職僧侶その他諸宗教師

官立公立私立学校の教員学生生徒

(イ)

未成年者

公権剥奪及停止中の者

)及 び未成年者は公衆を会同する政談集会に会同し若しくはその発起

人たることを得ず

2女 性 解 放 へ の 動 き

1911年 、(ア)ら は青踏社をつ くり、女流文学の発達をはか

り大きな反響を呼んだ。その後、雷鳥は(イ)ら と新婦人協会を結

成 し、治安警察法第5条 の一部改正を実現させ、女性の政治集会の発起と傍聴を認め

させた。 さらに普通選挙実現の動きが高まると、婦人参政権の獲得をめざして婦人参

政権運動が高まった。

【史料2】 元始女性 は太陽 であった。一 「青轄」発刊 に際 して 一(1911年)

元 始 、女性 は実に太陽 であった。真正の人であ った。 今 、女性 は月である。 他 に依

って生 き、他 の光に よって輝 く、病人の よ うな蒼 白い顔の月で ある。 さてこ こに 「青

轄 」は初声 を上 げた。

(1)史 料2で は元始 と今 、それ ぞれ女性は どんな状態 だ とい っているのだろ う。

第五条 帝国臣民たる(ア

を有す

帝国臣民たる(ア

権を有す

)に して年 齢満(イ

)に して年齢満(ウ

)年 以上の者は選挙権

)年 以上の者は被選挙

3銃 後 の 女 性

十五年戦争(満 州事変～太平洋戦争)の 時期、婦人参政権運動はしだいに戦争体制

に協力することで女性の実力を認めさせ る方向に転 じ、大日本国防婦人会などが結成

された。戦争末期には、既婚女性に 「(ア)」 と妊娠 ・出産

が奨励 された。 また、兵士 として動員された男性にかわ り、(イ)

として12歳 から40歳 の女性が軍需工場などに動員された。

(1)十 五 年戦争の時期に女性 に求 め られた もの は何か考 えてみ よ う。

☆今 日の授 業を受 けて 、あなた がわか った ことや気 が付 いた こと、考えた ことや 疑問点

な どを 書きな さい。
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1

5

1

[日 本史 ワー クシー ト3]

女性の地位 ・権利の歴史

IVワ ークシー ト3の 資料① ・②か ら明治民法 と現行民法の比較表を完成 させ、

その比較表をもとに近現代の女性の地位 ・権利を探 ってみよう。

比 較 内 容 明 治 民 法 現 行 民 法

基
本
原
理

①中心は何か

②家族の中心は何か

③男女の位置付けは

昏

因女女

①婚姻年齢規定

②婚姻の同意について

夫

権

①夫の位置付け

②妻の位置付け

③姓について

親

権

①誰に親梅の義務があるか

扶

養

①誰が扶養の義務を負うか

①相続の種類は

②誰が相続するか

1明 治 民法 と現行民法 を比較 ・検討 して どのよ うなことが分か ったか。 またそれにつ

いて感想 をまとめてみよ う。

2現 代社会におけ る女性の地位 ・権利 の問題点及 びその原因は、何 であると考えられ

るか。今 までの学習を振 り返 りなが ら自分の考えをまとめてみよ う。

..



1

寄

1

女性の地位 ・権利の歴史

V発 表学 習 とま とめ

1発 表 を聞いて、他 の生徒 の考察 についてま とめてみ よ う。

(1)ワ ークシー ト3の1に ついて

(2)ワ ー ク シ ー ト3の2に つ い て

2生 徒 の発表及び教 師の解説 か ら次の3点 についてま とめてみ よう。

(1)明 治民法のもとでの女性

(3)現 代社会における女性の問題と課題
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(4)評 価

・評価の在 り方

何 を生徒 に学習 させたいか とい う教師のね らいに対 して、そのね らいが どの程度達成 さ

れ たか を測定す るのが評価 である。評価 は、ね らい どお りに授 業が行 えたかを教師が反

省す る指標 とな る。 また、生徒 に とっても自分が学習 した成果 に気付 くきっかけになる。

したがって、生徒のための評価であることを意識 しなが ら、評価 を学習指導の改善に生

かす よ うに心掛けるこ とが重要 である。

・評価規準 と評価計画

日本史 グループでは、指導 と評価の一体化 を念頭 におき、単元 「女性 の地位 ・権利の歴

史」の評価計画 を作成 し、評価 方法にっいて も検 討 した。評価 の4観 点 は どの時間の授

業 におい て も考慮 され るべ きものだが、評価過 重に な らないよ う今 回は特 に各時間2つ

程度の観点に限定 して評価計画を作成 した。

【評価規 準 と評価計画】

観 ア 社会的事象 イ 社会的な思 ウ 資 料 活用 の 工 社会的事象

へ の 関 心 ・意 考 ・判 断 技能 ・表現 につ い ての 知 評価の手法

点 欲 ・態 度 識 ・理解

歴 史 上 の女性 の 近世までの女性 *授 業へ の 参加

第 地位や役割にっ 史 の変遷 につ い 態度

1 い て関 心 を もつ。 て理解す る。 *発 問 に対 す る

時 反応

*ワ ー ク シ ー ト

歴史上の女性の 近代の女性史の *授 業 へ の参加

第 地位や役割につ 変遷 につ い て理 態度

2 いて 関心 をもつ。 解 す る。 *発 問 に対 す る

時 反応

*ワ ー ク シ ー ト

明治民法と現行 民法 が、 婚姻 や *発 問

第 民法 を比較 して、 親 権 、扶 養や 相 *ワ ー ク シ ー ト

3 当時と現在の女 続 に つ いて 規 定 の分析

時 性の地位 と権利 して い る こ と を

の違 い につ い て 知 る。

気付 く。

男女平等社会を 資 料 を も とに分 *発 表 をす る態

第 実 現す るた めの か りや す く発 表 度 、 聞 く態度

4 課題 と展望を見 す る。 他 の生 徒 *自 己評価票

時 付け出す。 の発表や意見を

聞 き 、 自分 の 考

え をま とめる。

一18一



評価規準の詳細を以下に列挙す る。

・女性 史 に関 心 を も と うとす る。

・ワー ク シー ト記入 に積 極 的 に取 り組 も うと して い る。

・統 計 、 資 史料 を主体 的 に調 べ よ うと して い る。

・自 己評価 票 に積極 的 に記 入 しよ うと して い る。

・男 女 不 平等 の問題 につ い て社 会 的 に 正 しく考察 、判 断 して い る。

・資 史料 を正 し く読 み 、 自己 の意 見 や感 想 を もつ こ とがで きる。

・資 史 料 か ら読 み 取 っ た こ とを ワー クシー トに記入 して い る。

・女性 の地位 ・権利 につ いて 、歴 史的 に正 しく認識 して い る。

・評価方法

評価の4観 点に即 した評価の具体的な手法は以下の とお りである。

評価の4観 点 具体的な手法

社会的事象 への関心 ・意欲 ・態度 *発 問に対す る回答内容の分析

*授 業への参加態度、姿勢の観察

社会的な思考 ・判断 *発 問に対す る回答内容の分析

*自 己評価票の記入内容の分析

資料活用の技能 ・表現 *ワ ー クシー トの記入内容の分析

*発 表内容の分析

社会的事象についての知識 ・理解 *発 問 に対す る回答 内容の分析

*ワ ー クシー トの記入内容の分析

・自己評価票記入の実際

「女性 の地位 ・権利 の歴 史」 の授業の最終時 とな る第4時 に、学習の総括 として生徒

に自己評価表 を記入 させた。以下、 自己評価票か らの抜粋 を掲載す る。

【設 問:今 回 の 「女性の地位 ・権利の歴史」の学習で、 どんな ことに気付 きま したか。】

○今 で も残って いる男女格差 の考 え方が 、近世か ら続 く男 尊女卑 と明治 の近代 化政策

との歴 史の 中で裏付 けされ ていった とい うこ とが分 か りま した。 特に、明治 民法で

女性 が無能力者扱 いされ ているな ど女性差別 はひ どい もので したが、それ に対 して

女性 の解放 を求めていった平塚 らいて うな どの活動 は非常にす ば らしい と思 いま し

た。その一方で、近世以前の歴史の中で女性の地位 が男子 と同等であった とは新 た

な発見 で した。近代 の 「家」制度 に よる男尊女卑 の考 え方か ら高度経 済成長期 の女

性の役割 への意識 の移 り方の根本 にあるのは、 「女性 は家 庭を守 る」 とい う意識 なの

だ と思 いま した。 この保 守的な意識 があ る以上、い くら社会や制度が変わって もそ

の意識が変わ らないかぎ り、本 当の男女平等が実現できない と強 く感 じま した。

○明治民法では女性 は とて も低 い地位にいたんだなあと思った。結婚につ いても昔は

とて も厳 しかったのだなあと読んでみて思った。

○今 回学んだ ことで、昔の 日本 は女性が不利 な ことが多 かった とい うこ とがわか りま

した。だか らといってっま らないとは思わないが、自分が働 きたい と思って も、「女」
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とい う理 由で夫か らも親か らも賛成 して もらえない環境 はよくなかったと思 う。今

で も習慣 は残 っているが、そのころほ ど行動範囲が狭 くな くほぼ 自由にできるので

改善 されてよか った。

○女性 がこんな扱 い方 をされてるって知って ビック リだった。印象的だったのは三従

の教えだった。 あんな生活たえ られない し、 自由がない。

○女性 だか らといって男性 よ りも地位が低い気がす る。 「男女は本 質的 に平等 である」

と民法ではいって るけ ど実際は絶対そんなことない と思 う。

○長 く根 強 く残ってい る女 の人の地位 を下に見 る習慣 も、本 当に本当に少 しずつ少 し

ずつであるけ ど変わ り始 めてい るか ら、高校生が親 になった子 どもの世代 には消え

てい るかも しれ ない。

【設問:今 回の 「女性の地位 ・権利 の歴 史」の学習をふ まえて、 自分 自身が どんな生き方

を していきたい と考えますか。】

○法律で男女平等 になった今 だか らこそ、私 たちは法律 の中だけではな く、実際の現 実

も男女平等に していかない といけないと思った。や は り、力の差や子を産む とか産 ま

な い とか違 うところも多 くあ ると思 うが、同 じ能力が あるのに女性だか ら昇進 でき

ない とか、就職 できない とい うのは絶 対にな く して い くのが現代の 目標で、私 はそ

の 目標が達成で きるよ うに最善の努力を していきたい。

○男の人に負 けないよ うに女性 でも何でもで きるこ と、女性 に しかできないことをも

っ とみんなに知って もら うことが大切 だ。

○私は結婚す るか も子 どもを産む かもわか らないが、 も し自分 に子 どもができたときに

は、子 どもを優 先 したい と思 う。その頃には もっ と夫の 「育児休暇」の期間が増 えて

いた らなお よい。 で も私が家 にこもる 「奥 さん」 にな らないよ うに仕事 を してい き

たい。いい夫だ といいな～。

O自 分 は自分 、女性 は女性なのだか ら、仕事 も同 じことを し、同 じお金 をもらうのが当

た り前であ る。 なぜ 男性 ばか りよい仕事が与 え られ るのか。能 力は男女 同 じではな

いのか。私は女性 をよきライバル として仕事 をしていきたい。

○明治 民法か ら改正 され ることになるまでの間、女性はた くさんの働 きかけを したんだ

と思 う。 自分た ちを認 めて もら うた めに男性 に対 して主張をす ることはす ご く勇気

があって大変なことだった はずだか ら。 その努力 を現代の私たちは決 して無駄に し

てはいけない と思 った。

○今 よ りもっと女性が認 め られ る社会 に したい。 そ して男性 と対等に仕事ができる人間

にな りたい。

○ 自分は卒業後就職するので、今 まで男女格差 について ぱっ としなかった部分 も見えて

くるか もしれません。 その とき自分が ど うこの問題 に向か うか、まだわか りません。

で も働 く上で、女性がや るべ きことを大切 に していきたいです。

○今後 とも男女が平等であるよ うに していければいい と思っています。 あ と自分が家庭

をもつ ときは、夫が仕事 、妻 は家事 とい う考え方をな くして、夫 も家事ができる と

い うよ うな家庭 をもちたいです。
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【参考資料 】

自己評価西

今回の 「女性の地位 ・権利 の歴史」の学習におけるあなた 自身の取 り組みについて、次

の 各項 目をA～Eで 自己評 価 して くだ さい。

A:た いへ ん よ くで きたB・ よ くで きた

D:も う少 しE:十 分 に取 り組 め なか った

① 「女性 の権 利 ・地位 の歴 史」 の学 習 に興 味 、関 心 を も て ま した か。 … …(

② 積 極 的 に授 業 に参加 で きま した か。 … …(

③ 進 ん で ワー ク シー トの記入 が行 え ま したか。 … ・

④ 発 表 で は 、積 極 的 に発 表 で き ま した か。 また、 興 味 、 関心 を もっ て他 人 の発 表 を 聞 くこ

とが で き ま した か。 ……

今回の 「女性の地位 ・権利 の歴 史」の学習で、どんな ことに気付きま したか。

3今 回の 「女性の地位 ・権利 の歴 史」の学習 をふ まえて、自分 自身が どんな生 き方を して

いきたい と考 えます か。

年 組 番
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(5)分 析 と考察

【A高 校の場合】

A高 校 は大学 ・短大進学者3割 、専門学校進学者4割 、就職 等3割 とい うように さまざま

な進路を選択す る生徒 がいる学校 である。今回の検証授業は、3年 生3ク ラスの必修 「日本

史B(4単 位)」 の授 業の 中で行 った。通常の授 業形態 は、教 科書、図説 、プ リン トを使 用

した講義形式の授業を行 ってい る。 ここでは今回の検証授業にっいて、各時間のい くつかの

ポイン トか ら分析 と考察を行 う。

第1時 は特に導入に力を入れて授 業を行った。 今回の主題学習のテーマが 自分 たちの生活

に密着 した課題 であると意識 させ ることが動機 付け とな り、 これ か らの学習 を進 めてい く上

で重要だ と考 えたか らである。一っの例 と して生徒 に歴史上有名 な女性 をあげ させてみ る と、

す ぐに答えに窮 して しまった。その原 因 として 日本史教科書 に登場す る女性の割合がわず か

3%と い う数字をあげ ると、生徒の反応 は大き く 「なぜ そんなに少ないのか」 とい う疑問が

湧 き、自ら追究 しよ うとす る意欲 を生み出す第一歩 となった。

第2時 の導入部分 で行ったイ ンタ ビュー結果の発表 では、身近な人へのイ ンタビューが高

校生 ともなる と恥ずか しかったのか、実施率は低か った。その よ うな状況の中で、仕事 を し

ている母親 をもつ生徒 は、待遇面や職場 での地位 にっいてまだ まだ女性は不利だ とい う話 を

聞いてきて、今回の課題が身近 に感 じられた。 また あるクラスでは、 この部分で本校の女性

校長をゲス トテ ィーチ ャーにむか え、 自身の経験 を話 して もらった。就職 、結婚、子育て に

ついて直接話 を聞 くことができ、生徒に とってその後の学習 を進 めてい くうえでの刺激 にな

った。

第3時 の明治民法 と現行民法 の比較 ・検討をす る作業学習 では、 よく集中 して取 り組んで

いた。 自ら作業 を行 ったとい うこ ともあって、特 に明治民法下の女性像が強 く生徒 の印象 に

残 った よ うで、「女性 が こんな扱 いを されていた と知 ってび っ くりした」な どの感想が多 か

った。 ただ、この女性 の地位 が低 く位置付 けられ ていた ことの要因が、第1時 に学習 した近

世社会にある とい うことには気付 いていなか った。現在は過 去 との連続 で存在 しているとい

う歴史意識が希薄な生徒 に対 して、歴史的な推移や変化、相互の関連な どを時間軸の中で多

面的 ・多角的に見 ようとす る歴史 的な見方、考 え方 を身 に付 けさせ る学習が必要であるこ と

を痛感 した。

第4時 の発表学習につ いては、普段の授業 において 自分の考えを表明す るとい う機会 があ

ま りないため、活発 な学習展開 にはな らなかった。 しか し、 「生きる力」 と して 自分の意見

をまとめ相手に的確に伝 える力が求め られ ている現在 において、 もっ と学習活動に取 り入れ

ていかな くてはな らない と考 える。

全体を通 して今回の検証授業 を振 り返 ってみ ると、生徒の学習活動への取組の姿勢か ら、

主題の設 定、内容 について生徒の実態に即 していたのではないか と思われ る。そ して、イン

タビューを取 り入れた り、資料 を比較 ・検討 し考察する、また 自分 でまとめた ものを発表す

るといった学習方法の工夫が、 さま ざまな角度か ら生徒 に 「生 きる力」を育て ることに有効

で あると思われた。年間計画の中に ど う組み込んでい くかな ど検討 しなければな らない課題

もあるが、今後 も主題 学習 に取 り組んでいきたい と考える。
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【B高 校の場合】

B高 校は全 日制 と定時制 を併置 してい る学校である。 ここでは、定時制第4学 年 の1ク ラ

スで行 った検 証授業について分析 ・考察する。

検証授業は第1時 「近世以前の女性 の地位 ・権利 の変遷 」の内容 を研 究当初に作成 した指

導案 に基づいて実践 した。紙幣表面の肖像に女性である樋 ロー葉 を採用 した新五千円札発行

の話題 を導入 として近世以前 の女性史を時系列的 に取 り上げ、古代 の女帝 、鎌倉時代の 「御

成敗式 目」に見 られ る女性 の地位 と相続権、江戸時代 の 「三従の教」 と 「三行半」を材料 と

した近世の女性観 につ いて、 ワー クシー トを作成 しなが ら学習す る構成であった。

授 業の 冒頭におい て平成16(2004)年 度 か ら発行 され る樋 ロー葉 の新紙幣 の話題 を提示

する と、身 近な話題 のためか生徒 は興味をもって説明を聞き、発問に対 して積極的に答 える

な どの反応 を示 した。 また、 肖像 に女性 を採用 した紙幣が過去にあま り例のないことに気付

き、女性 問題 に少なか らず関心を示すな ど、手応 えを感 じた。

次いで、古代 に多 く存在 した女帝 を確認す る取組 と、史料 「御成敗式 目」か ら中世前期 の

女性の地位 と権利 について読み取る学習に入 ったが、生徒 に とって提示 され た史料の内容 が

難解 だったため、この時点で学習意欲が若干低下す る生徒 も見 られた。導入の部分で生徒 が

抱いた学習意欲 を継続 して授業展開す る更なる工夫が必要である。

近世に関す る部分で は、 「和俗童子 訓」 と 「三行 半」 の史料 を材料 に江戸時代の女性 観 と

離縁状、縁切 寺について学習 した。 内容的には理解 しやすい ところだが、それだけにも う少

し深 く考え させ る手段 があって もよかった と思 う。生徒の関心は、古代の女帝や 中世の史料

「御成敗式 目」な どに比べ、江戸時代 の離縁状の方 が高か った。

ワークシー トの設問に対 して、以下のよ うな回答 が得 られ た。

・過去に女性 の天 皇が意外 と多 くいた事に驚いた。 で も女性 か ら離婚 したい場合 、 ど う

して修行 しな くてはいけないのか と思 うと少 し 「?」 …。

・男尊 女卑 と言 うが、 これ は ど うや ら江戸時代か らに思 え る。 ど うかな。 終戦 までは男

の都合 の よい世の中であった よ うだ。

・時代 によって女性 の位 置の ちがいが ある と知 ってお どろいた。 それ までは、女性 の位

置はず っと低 かった と思っていたので、すご くおも しろく勉強 できた と思います。

ワークシー トの回答や、授業後の生徒の感想 によると、授業の内容 を難 しく感 じた生徒 は

少な くなかったが、女性 史に対す る興味をもった生徒 が予想外にいることが分かった。授業

内容 を工夫すれ ば、今回の研究の取組 も有効 ではないか と確信 した。

今回の検証授業を踏まえて教育研 究員で指導案 を再検討 し、新 たに作成 し直 したものが こ

の報告書 に掲載 され ている第1時 の指導案であ る。 この指導案 では、新紙 幣を用いた導入

で得 られた生徒の興味 ・関心 を展開につ なげ る配慮 と、生徒に知識理解の負担 をなるべ くか

けないよ う指導内容の軽減 を図 った。 また、離婚届の様式な ど現代 の生活に直結す るよ うな

教材 を用い ることによって、生徒の歴史学習の意欲を高める工夫を行 った。
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【C高 校の場合】

C高 校 は、大学進学を希望す る生徒がほ とんどである。C校 では、1年 次 「日本史B」(3

単位)必 修選択の3ク ラスを対象に検証授業を行った。通常の授業形態は、教科書 ・図表 ・

史料集 ・授業プ リン トを用 いて講義形式の授業 を行っている。以下、今 回の指導案に基づい

て実施 した検証授業の様子 と授業の分析 ・考察であ る。

まず、第1・2時 の近世 ・近代の概説 であ るが、通 史的流れ とワー クシー トの作業 は時間

的 にもかな り厳 しいものがあった。 しか し、多 くの生徒 は流れ を理解 して作業に取 り組んで

いた。特に第1・2時 の授業展開で注意 した ことは、通常 の授業で主題学習 を行 っていない

こともあ り、いかに動機 付けを行 うか とい うことであった。そ こで今回は、新学習指導要領

の 「(1)歴 史の考察」の 「ア 歴史 と資料」 とい う面 も考慮 に入れて授業を展開 した。

これ には、かな りの反応 があ り、興味 ・関心を引 き出す ことができた。第1時 は、通常の

授業では近現代史を扱 っているた め、近世以前 の女性 史の位置付けを新たな発見 とともに、

かな り新鮮 な気持ちで授業に取 り組んでいた。第2時 は、すで に学習 している部分もかな り

含まれ ていたた めワー クシー トな どの史料 も比較的取 り組みやすかった。家庭学習のイ ンタ

ビューに関 しては、生徒 自らが取材 した とい うこともあ り大変興味深 く報告 を聞いていた。

近代の女性 の地位 と権利の低 さを近世以上である と受け とめる生徒 が多 く、なぜその よ う

になったのか原因を追究 したい とい う感想が多 く寄せ られ 、第3時 への動機付 けにもな って

いたよ うである。また、平塚 らいて う等をは じめ とす る女性解放運動の重要性 を指摘す る声

もあった。 もう一つ反響が大きか ったのが、銃後 の女性の 「産む性」 としての位 置付 けで、

これ についてはかな りの衝撃があった よ うである。

第3時 は、民法の比較か ら女性 の地位 ・権利 を考察 させ るため、資料か ら比較表を作成 し、

そ こから比較 ・検討す る予定であったが、比較表 の作成 に時間がかか り検討 ・考察について

は、家庭学習 となって しまった。 こ こでは、資料 ・内容の精選 が課題 として残 った。生徒 の

比較 ・検討 ・考察 した ワー クシー トからは、明治民法 とい う法の中に女性がいかに低 く位置

付 け られていたか、改 めて認識 を深 めることがで きた とい う生徒や、無能力者 としての扱い

に対する驚 きと怒 り、戸主権 の強 さや 「家」制度の問題点 を取 り上げている生徒が多かった。

第4時 は、各 クラス4人 ずつ発 表 させた。 中には発表 に習熟 した生徒 もいたが、オ リエ ン

テー シ ョンを導入す るな ど工夫の必要性 を感 じた。発表後、明治民法下の女性 の地位 と権利

がなぜ低 く位置付 けられたかを、多角的 ・多面的に解説す る とともに、現代社会 に連続す る

問題 として戦後の動向に も触れ、男女平等の社会 を実現す る動 きは今 も続 いているこ とを指

摘 し、今後 の取組 につなが りをもたせてい った。

最後に、 自己評価票の集計か ら、①興味 ・関心=87%、 ②積極 的な授業への参加=71

%な どが示す よ うに、多 くの生徒が積極的 に取 り組んだこ とが分かった(な お、 自己評価 票

の2、3に ついては、評価 の抜粋 のペー ジを参照)。 この 自己評価の結果及び ワークシー ト

の結果か ら判断 して、主題 を主体的 に追究 してい く取 り組み は、かな りの生徒 が達成で きた

と思 われ る。 しか し、内容や方法面では、いくっかの課題 が残 った。 た とえば、年間の指導

計画 の中での位置付 け ・発表の方法 などがあげ られ るが、今 回の実証授業で、その有効性が

実証 された ことか ら、これか らも積極的に主題 学習 に取 り組 んでいきたい。
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【D高 校の場 合】

D高 校は、大学 ・短大 ・専門学校 ・就職のそれぞれ の進路が混在 している学校 である。

今 回の検証授業 は、3学 年2ク ラスの必修 「日本史B(4単 位)」 の授業で行 った。通常の

授業形態は、プ リン トをペ ースメーカー に しなが ら、重要事項 を板書 していく講義形式であ

る。発表形式や家庭学習は通常行 っていない。

授業の進度に合わせ る形で指導案の第2・3・4時 の授業を行った。は じめは今までにな

い家庭学習や発表形式の授 業の説明 にとま どいをもっていた よ うであるが、主題学習の意義

な どを説明す る過程で生徒たち も受 け入れ られた よ うである。 以下に第4時 の発表授業の際

の原稿 とな った生徒たちの ワー クシー トの一部を紹介す る。

【設 問1】 明治民法 と現行民法 を比較 ・検討 して どのよ うな ことがわかったか。 またそ

れ についての感想 をまとめてみ よ う。

・明治民法 に、親権 について 「父のみに親権 がある」 と書 かれて いてび っくりした。

「妻」の体か ら生まれ てきたのに。痛い思いを して まで生 んだのに。信 じられない。

・どち らの民法に して も結婚可能年齢が男性 に比べ女性 が低 いのは、出産に比重があるた

めではないであろ うか。度合いは違 うが、差別感 を感 じる。

・明治民法 の権利 で、 「妻」は 「無能力者 」で 「夫」に 「服従」 とい うのが頭 にきた。

こんな失礼な話はない。現行民法のよ うに 「夫婦」対等が当た り前だ と思 う。

【設問2】 現代社会 にお ける女性 の地位 で何か問題が あるか。 ある と考えた ときその原

因 は何 であると考 え られ るか。

・なぜ女性の総理大臣がいないのか。 なぜ天皇に女性 はなれ ないのかOこ れ らに代表 され

るよ うにまだまだ男女格差 はあ ると思 う。

・会社 で、書類の コピー とかお茶汲み とかいわゆる雑用 しか仕 事をも らえない。 また寿退

社 を期待 され る雰囲気があるとい う。

今回の授業 を展 開 してい く中で気付 いた ことは、今 までの板書事項 をノー トに取る とい う

形式に比べ、積極的 に生徒 たちが授業 に参加す るとい うことと、直接生徒の考えな り反応が

把握できることである。生徒 は資料を比較 ・検討 しなが ら自分 で気付 き、そ こか ら次の学習

に興味 をもった。 また、調べ学習を しなが ら学んでい くことは、問題 を自分の身近なこ とと

して とらえることを可能に した。 さらに、考えた ことをまとめ、発表 をす る中で、 自分 の思

考がま とまってい くことを生徒は体感 できた ようである。

今後 の課題は、年間 を通 して この よ うな授 業形態 の計画を立て、生徒たちが違和感 な く取

り組 めるよ うに し、発表にカ を入れ ていくことである。た とえば、グループ発表や文化祭な

どでの発表 な どが考 えられ る。
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0

2地 理 ・公民 「食 を通 して考 える異文化理解」

(1)内 容設定の理 由

現在、世界は グローバル化 ・ボー ダレス化 が進んでいる。 日本 も今、経済 ・社会が大 きな

変化 の渦中にある。一方で地域紛争は新 たな形にな りつつ あ り、経済摩擦 ・文化摩擦 が大 き

くなることも懸念 されている。

民族 の平等 な権利 を保障 し、共存共栄を図って国際社会の安定を実現するためには、異文

化間の相互理解は不可欠である。相互の風習 と生活 を知 らないことが、民族相互の疑惑 と不

信 を起 こした共通の原因であ るこ とは、ユネス コ憲章の前文 に述べ られている。

そもそも異文化 とは何であ ろ うか。人々は一定 の価値観 を前提 と して、思考様 式や行動様

式をもって生活 している。 この文化 の型にお いて、異文化 とは 自分たちと異なった思考や行

動の様式をもった集 団の文化 をい う。異文化理解 は相手の文化 を正 しく理解 ・評価 し、文化

間の相互理解を深 めてい くことである。特に他国 ・民族の生活様式 をステ レオタイプによっ

て判断するのではなく、どのよ うに異なっていて、なぜ異 なるのか を理解すること、そ して、

それ らの差異が人類共通の貴重な遺産の一っである ことを認識す ることが大切である。

地理 ・公民 グループでは、異文化理解の必要性 がます ます高まるなかで、これか らの社会

に生 きる生徒に求 め られ る資質 と して、次のことがあると考えた。1)客 観的な視点で 日本

の文化 をとらえる力、2)偏 見 をもたず に、異な る文 化を柔軟に理解する力、3)多 面的な

ものの見方ができるバ ランス感覚、な どである。 さらに以上の資質 を養 いなが ら、次の能力

を伸ばす ことを目指 したい と考 える。1)日 本の文化 の特性 を認識 しなが ら、話す ・書 くな

ど自ら発信す る力、2)自 分 で調べ、 自分の意見や考えをもち表現す るカの2つ で ある。 し

か し、目常の指導の中で感 じる生徒 の現状 として、自己の価値観に固執す る傾向が見 られ る。

人の意見 ・ア ドバイスに耳を傾 けない、相手の考 えが正 しいか ど うかで評価す るのではな く、

自分 に親 しみのある相手か ど うかで判断 しているなどの傾 向である。

以上の考 えか ら、自分 とは異質な文化 の理解 を進め ることがで きる授業の研究に取 り組み、

食文化の違いを通 しての学習 展開の工夫を本研 究では取 り上げた。特に食文化は、生徒に と

って身近 な内容で あり、自分や 自分 の周囲の生活 との比較が容易 である ことか らテーマ に取

り上げた。 また、地域や民族 に よって多様 な食文化 があるので、 グループごとに異る食文化

を同時に取 り上げることによ り、生徒が多文化共生 について気付 くきっか けになると考 えた。

さらに意外性があることも、生徒の学習意欲を高める ことに有効であろ うと考えた。そ して

ここでは、国家 の枠組み を越 えて、民族や地域間の違 い とい う観 点まで思索を深めさせ たい。

この学習内容は学習指導要領 では、倫理の大項 目 「(2)現 代 と倫理」の中項 目、 「ウ

現代の諸課題 と倫理」にある視 点の一つ、 「世界 の様 々な文化の理解」 と対応する。 また地

理Aに おいては、「(2)地 域性 を踏 ま えて とらえる現代 世界 の課題」の小項 目、 「(ア)諸

地域 の生活 ・文化 と環境」の学習 に対応す る。その他 、現代社会や政治経済な どにおいて も

幅広 く取 り上げ られるテーマである。

文化の形 はそれぞれ違 っていて も、それ らを尊重 し共 に生 きてい くことの大切 さを理解 さ

せたい。異文化理解は、未来に生 きる生徒に とって不 可欠 な資質であ り、生徒 自らが 自分 の

課題 として積極的に取 り組む ことに より、大きな学習成果 を期待 したい。
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(2)研 究 内容 と方法

地理 ・公民 グル ープでは 「食を通 して考える異文化理解」 をテーマ に、5時 間 にわたる単

元学習を設 定 した。 第1時 は単元の導入部分にあた り、 日本の捕鯨問題(IWC)と クジラ

を食べ る食文化 、食 に関す る宗教上の禁忌 などを例 にあげる。 こ うした事例 をもとに、食文

化の背景 にある、文化や習慣、歴史や 自然環境 な どの様々な要因の積み重ね について気付 か

せ たい と考 えた。

第2時 と第3時 では調べ学習を取 り入れ 、それぞれ4～5名 の班を作 り、調べたい国また

は地域 を決め る。そ して班 の中では①食材 の名称、②その料理 の効用あるいは栄養価、③ ど

のよ うな人々が食 べているか、④その社会 的背景(歴 史 ・自然環境 ・宗教上の理 由等)、 ⑤

調理方法や レシピ等 を分担 して調べる。その際、参考文献やインターネ ッ トの利用方法な ど

調べ方のア ドバイスを してお く。

第4時 では、班の中で各 自が調べた内容 をもち寄 り、意見交換や討議を して理解 を深 める

と同時に、発表のための資料 作成 を行 う。 これ はプ レゼ ンテーシ ョンとして位置付 け、その

意味や方法 を指導する。そ してま とめの時問 としての第5時 では、各班が5分 程度の もち時

間で発表を行 う。 ここでは生徒 の感想や批評を ワー クシー トに記入 させ、学習の成果 を評価

す る。

以上5時 間の学習を通 して、食文化 とい う身近 な事例を取 り上げることによって、客観的

な視点か ら 日本の文化を とらえる力、異なる文化 を柔軟に理解す るカ、多面的 なものの見方

がで きるバ ランス感 覚等 の資質を育てたい。また同時に、調べ学習 と発表によって、話す ・

書 くな ど自ら発信す る力 ・表現す る力 も育てたい。そのために 「食 を通 して考える異文化理

解」 とい う生活 に密着 した取 り組みやすいテーマ を設定 し、生徒の興味や関心を引き出す。

そ して班毎の調べ学習では、各 自の興味 ・関心に従って 自ら課題 を設定 し、 自ら調べ、 自ら

考え、自ら課題 を解決す るとい う主体的 な学習を行 う。さらに成果を発表す るこ とを通 じて、

必要な基礎的基本的知識 の定着を図 り、異文化へ の理解 を深 めることができる と考 える。

従前の講義 形式の授 業にお ける、一方的に受け とめた知識 とは異な り、調べ学習 の過程で

自分が発見 した情報は、生徒 自身 に深 く定着する と考 える。 そ して 自分 が発見 した荒削 りの

情報が、 グループ の中での討議や発表に よって洗練 され ることが期待できる。

こうした学習活動を通 じて、異文化理解 が単なる知識 ではな く、一人一人の生徒 の在 り方

や生き方に深 くかかわる社会的態度 として確実な定着 に結び付 くと考える。

また最後に、 自己評価 と他者評価 をワークシー トに記入す る ことによ り、内容や表現方法

を相互 に評価 しあってフ ィー ドバ ックす ることによ り、生徒 自身 による主体的な学習活動の

成果 について検証する ことができる と考 えた。

なお地理 ・公民 グループ4名 が同 じ指導案 ・ワー クシー トを利用 した授業を展開 し、それ

ぞれの学校 で実施 した成果 をもち寄 り、比較検討す ることができた。
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1指 導計画案 】

学習項 目 学習活動 指導上の留意点

第

1

時

・身近な食 を通 し

て異文化を理解

す る。

・食 をめ ぐって も様々な考え方や とら

え方の違 いがあ り、その背景 には社

会 ・歴史 ・習慣等が あることを理解

す る。

・世界の様 々な食 文化 に興味 ・関心 を

もつ。

・食 をめぐる考 え方 ・

とらえ方 には長 い年

月にわたる文化 の蓄

積 があることに気付

かせ る。

第

2

時

・食に関す る様 々

な違いを調べ

る。

・グル ー プ分 け を行 う。

・グル ー プ 内 で役 割 を分 担す る
。

・調 べ 学 習 を行 う。

・ワー ク シー トに記入 す る
。

・調査 方 法(イ ンター

ネ ッ ト ・文 献等)指

示

・ワー ク シー ト配布

第

3

時

・食 に 関す る様 々

な 違 い を調 べ

る。

・調 べ 学 習 を行 う。

・様 々な 資料 か ら必要 な情 報 を収 集 す

る。

・ワー ク シー トに記入 す る。

・作 業経 過 確認 ・ア ド

バ イ ス

第

4

時

・発表に向け調べ

たことを討議 し

準備 をす る。

・自分で調べた内容 をグル ープ内で提

示 し、相互理解 を図 る。

・発表 の内容 ・構成 ・方法 についての

協議を行 う。

・発表 資料を作成 し、発表準備 を行 う。

・作業経過確認

・プ レゼ ンテー ション

の意味 と位置付けに

ついてア ドバイス

第

5

時

・発表 ・班 ごとに協議作成 した内容を発表す

る。

・ワー クシー トを作成す る。

・食文化 の違いについて知識の共有

と、発表 内容 ・表現方法 について相

互評価 を行 う。

・ワー クシー ト配布
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(3)学 習指導案

第1時 身近 な食 を通 しての異文化理解

ア 本時のね らい

食 とい うテーマ を通 して異文化理解 を取 り扱 う第1時 であ り、単元全体の導入の時間 とし

て位置付け る。本時は、 日常的な食の文化 に関す る違いを学習 した後、捕鯨 問題 な どをは じ

め とす る世界 の中の食 をめ ぐる文化摩擦 を取 り上げ、 この中で背景にある価値観 ・自然観 の

違い にも触れ 、様 々な要因によって文化の差異が生 じているこ とに気付かせ る。その上で異

文化 について考えをま とめる作業学習 を行 い、思考を深 めさせ る。

イ 本時 の展 開

学習事項 学 習 活 動 指導上の留意点

・身近にあ る食 をめ ・食べ物 の食べ方 ・味付 け方な どで ・ワ ー ク シ ー トNa .1を 配 布 す

導 ぐる考え方 ・感 じ 変わっているがおい しいと思 うも る 。

方の違い の に つ いて ワー ク シー トに記 入 す ・身近 な事柄 につ いて生徒 に

る 。 発表 を させ 、違 いがあ るこ
・何人かの意見を闘き、違いがある と、そ の背景に ある事 情 の

入 こ とを確認 し、その違 いが出て く 違 いを実感 で きるよ うにす

る背景 につ いて考える。 る 。

・捕鯨 をめ ぐる問題 ・欧米先進国 を中心 とす る反捕鯨 国 ・実物教材 と して、鯨 の加 工

展 と日本 の間の鯨 の とらえ方、利用 品や写真な どを提示す る。

法、人間 との関係 などについて比

較 して両者の違 いについて考え

る 。

開 ・食 に関す る宗教上 ・宗 教 に よっ ては 、教 義 上、 特 定 の ・価値観や 自然観 をは じめ と

の禁忌 ものを食べ てはいけない とい う禁 す る様 々な観点があ ること

忌 が あ る こ とを知 る。 ま た、 そ う を気付 かせ る。

した禁忌 の背景について知 る。

・食をめぐる文化の ・食 をめ ぐる様々な考 え方 の違いが ・自己評価票を配布す る。

ま 違 い あること、その背景に社会や習慣、 ・学 んだ ことを確認 しなが ら

と 歴史な ど様 々な事情があることに 考 えをまとめるよ う指示す

め ついて どう考 えるか を各 自ワー ク る 。

o

シー トに記 入 す る。

・自己評価 票 に記入 す る。

ウ 評価の観点

・食についていろいろな違 いが あることについて関心 をもつ ことができたか
。

・違いの背景 には様々な事情が あることについて、 自分 な りに考えを深めることができた

か。

・捕鯨の問題や宗教上の食 の禁忌か ら生 じた文化摩擦 にっいて理解 できたか
。
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第2時 食に関する様々な違 いを調べる①

ア 本時のね らい

1時 間 目の導入および、問題意識の確認の流れ を経 て、本時では、実際に自分たちの食文

化や 自分たちと異 なる食文化 について調べ る。調べ る方法 としては、図書館での文献資料や

イ ンターネ ッ ト検 索による調査が ある。 また学校の設備 によってはパ ソコン教室でのイ ンタ

ーネ ッ ト検索を考 え計画 した
。 しか し、パ ソコン教室の設備 の問題やイ ンターネ ッ ト接続が

完備 されていない場合 もあ るので、あ らか じめ教師が用意 しておいたイ ンターネ ッ ト資料な

どの利用 も考え られ る。これ については各校の設備や生徒の実態にあわせ て行 うこととす る。

この時間は調べ学習2時 間の うちの前半なので、調べ方及び資料探 しにポイン トを絞 り、 ワ

ークシー トを使用 しなが ら
、 自分たちで調べ、考察す ることを本時の 目標 とす る。

イ 本時 の展開

学習事項 学 習 活 動 指導上の留意点

・前時 の復習 ・IWCの 捕鯨 問題 にっ いて何が問 ・決 め られ た4～6人 の グル

題 になっているのか確認す る。 一 プ ごとに座 ることを指示

導 してお く。

・調 べ 学習 に つい て ・日本 で は食 べ る が 、世界 で はあ ま ・1時 間 目の ワ ー ク シ ー トNo .

の指示 り食 べ られ て い な い食 材 、 また 、 1に 自分 が どの よ うな こ と

日本 では食べないが、世界 では食 を記入 したのか確認する。

入 べ る人々がい る食材についてこの ・ワ ー ク シー トNo.2を 配 布 し、

授業で調べ ることを確認す る。 調べ方 を説 明す る。

・食 に関す る様 々 な ・調べ る食材 を各 グループで話 し合 ワ ー ク シ ー トNa2を 利 用 し、

違 い い、 決 定す る。 何 を どの よ うに調 べた らよ

展 ・グループの中で誰が何 を調べ るか いのか分か りやす くす る。

役割 分担をす る。 ・生徒 の実態 に応 じてイ ンタ

ー ネ ッ ト検 索の場 合、ア ク
・パ ソコ ン室 でイ ・図 書室 で 文献 セ ス で き る ホ ー ム ペ ー ジ の

開 ン ター ネ ッ トを を探 し調 べ る。 ア ドレス 、 ま た 、 図 書 室 利

利用 して調べ 用 の場合 、文献 リス トな ど

る 。 を用 意 してお く。

・次時の学習 の確認 ・作業経過 と次の時間に調べ ること ・作業 が進 んでいない グルー

ま を確認す る。 プには個別 に調べ方 をア ド

バ イ スす る。

と ・配 布 した ワー ク シー トの進

み具合 を確認す るため、回

め 収 す る。

ウ 評価の観点

・自分の調べる食文化 に関 して関心が もてたか。

・食文化に関す るさま ざまな資料 か ら必要な情報 を集 めることがで きたか。
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第3時 食に関す る様々な違いを調べ る②

ア 本時のね らい

前時に引き続 き、調べ学習を行 う。前時では、調べ方や資料集めに時間を割いたが、本時

は探 し出 した資料か らワー クシー トに沿って必要 な情報を選択 しなが らま とめてい くことを

ね らい とす る。

イ 本時の展開

学習事項 学 習 活 動 指導上の留意点

導 ・本時 の授業の説明 ・この時間 内の作業予定を確認す ・前 時 に回 収 した ワー ク シー

る 。 トを配 布 し、 この 時 間 内 の

入 作業 を指示する。

・食 に関す る様 々な ・ワー ク シー トに そ って前 回 の続 き ・各 グル ー プ を机 間 指 導 し、

展 違い を調 べ る。 調べ 方のア ドバ イ ス を した
・調 べ た 内容 を ワー クシー トに 記入 り、生徒 か らの質 問に答 え

開 し、 ま と め て い く。 る 。

・調査結果か ら分か ・自分が調べた食文化について理解 ・ワ ー クシ ー トの6番 に理 解

る こ と した こ と、感 じた こ とをま とめ る。 した こ と、感 じた こ と を ま

ま ・次回の授業 に向けて自分の調べた とめ る よ う指 示す る。

こ とを整 理 す る。 ・自己評 価 ア ンケー トを配布

と ・自己評 価 ア ン ケー トを用 い 、 学習 し、記 入 を指 示す る。

活動への取 り組 みについて評価す ・次 回の授 業で調べ た結果 を

め る 。 もち寄 って討議 をす るこ と

と発表に向けて資料を作成

す る こ とを伝 え る。

ウ 評価 の観点

・資料か ら必要な情報 を発見 し、食文化 について調査 ・研究す ることができたか。

・食を通 して文化の違いがある ことを理解することができたか
。
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第4時 発表に向けての準備

ア 本時のね らい

第2、3時 間 目で調べた各 自の成果 をグルー プで協議 し、発表 の準備 をす る。その際のね

らい として、各 自が調べた成果 を意見交換 し情報 を共有す ること、情報を多角的 に考察 し発

表する内容を論理的に構成す ること、発表に向けて構成や 内容を協議す るこ と、発表 のため

の資料を協同で作成す ることな どがあげ られる。

本時の指導のポイン トは、生徒が調べたことを分析 し、発表すべき内容を協力 してま とめ

あげることである。生徒 自身が気付 き、考察す るよ うに指導す る。

イ 教師の支援のポイン ト

【社会科学的な見方 ・考 え方に基づ く考察】

情報を多面的 ・多角的 に考察 して、論理的 ・合理的に判断す る。 内容をま とめる方法 とし

て、情報の中で共通点 を見いだす 、内容 ごとにグルー ピングしてみる、傾 向を見いだすな ど

がある。共通点には、何 を同 じとす るかの基準づ くりが必要 で、品質 ・性能や効能 ・価格 ・

量な ど(価 値 の違 い)、 地理的条件(気 候 ・地形 な ど)、 産物 、社会的背景(民 族内での意

味付け ・風習)な どが考えられ る。

【討議の考え方】

共同作業を した仲間に対 して 自分の調べた ことを表現 し、知識や情報 を共有することであ

る。まず 自分 自身が、社会科学的 な見方 ・考 え方 を用いて 自分 と対話 し、納得い く考えをま

とめる。次は相手 とのコ ミュニケー シ ョンで あるが、いろいろな人か らの意見 によって考 え

を練 り上げ る共 同作業 が重要である。 グループは共通の 目的で同 じ作業 を した仲間であ り、

共感的理解を得やすいはずである。「私はこ う思 う」とい う意見交換 ができるよ う配慮する。

そ してそれを、クラス全体に対 して表現 し理解 を得 る作業へ と移 る。

【発表のポイン ト】

内容をま とめ順序立てて説明 し、主張す るポイン トを明確 にす る。資料の提示、質問の受

け方な どを考える。発表者は誰 にす るか、説明の方法は説 明か掛 け合いか、あるいは寸劇風

かな どを決める。 これ らを考えて全体 を構成する。

【プ レゼ ンテー シ ョンの定義 】

もともと企画案の提示 ・説明のこ とである。 以下、広告用語の観点 と対比 してみる。ブ レ

ゼ ンテー シ ョンに際 しては、まず広告商品の品質 ・性能 ・価格 などを分析 し、特徴を知 る必

要がある。これは調べた内容 の分析 とい うことになろ う。次に潜在需要 の把握 も必要 である。

これは内容の社会的な意味付け とい うことにな ろ う。そ して、 どの媒体を使 うのが最適か と

い うメデ ィア ・ミックス案 をつ くる。 これ は発表 の構成 ・方法 などの発表の仕方である。

これ らのプロセスに より企画書をま とめるが、発表 には説明者の 口頭による説得力がものを

い う。学習 におけるプ レゼ ンテー シ ョンの考 え方 は、思考の外在化である。 自分の頭 の中に

ある知識 を言葉や文字 に してい く過程 を経 て、表現力 を高めたい。多面的 に考察 して論理的

に判断 し、内容 を分か りやす く明確 に伝えることが何 よ りも大切で ある。 また この過程 にお

いて、知識が知恵 とな り自分の もの とな ることも生徒 に理解 させた い。
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ウ 本時の展開

学習事項 学 習 活 動 指導上の留意点

・本 時の学習の説明 ・前時 までの調査の結果 をお互いに ・本時全体の流れ、討議 のポ

導 示 す。 イン トを指導する。
・本 時の手順 を時 間 ごとに分

入 けて、段取 りご とに指示す

る方法 もあ る。

・グル ー プ別 の討議 ・資料 をもち寄 り自分たちが調べた ・リー ダー 役 の生 徒 が 、 作 業

ことをグル ープ内で提示 し、理解 手順 を理解 できて いるか ど

し合 う。 うか確認す る。

展 ・各 自調 べ た こ とを発表 す る た め、 ・こ の 際 、 プ レゼ ン テ ー シ ョ

説 明 ・資料な ど内容 ・発表 の方法 ンと位置付 けて、 その意味

な どを話 し合 い、全体 を構成す る や方法な どを指導す る。
・資料作成 ・発表 のための原稿 を作成する。必

要な資料作成 も同時に行 う。(配 ・プ リン ト用 の原 稿 ・模 造 紙

布用 の資料プ リン ト、掲示用の資 な どを配布する。

開 料な ど) ・資料 と話 の内容 をマ ッチ さ

・パ ソコ ン に よる発 表 の場 合 は 、資 せ て、効果 的なプ レゼ ンテ

料 を作成す る。 一 シ ョン にす る た め、 作成

の段階 で、相談に来 るよ う

指 示 す る。

・発表の手順 の確認 ・発 表 の手 順 を決 め る。(発 表 者 ・ ・役割分担 がで き、理解 で き

ま ・作成資料の確認 順番 な ど) ているかを確認す る。

と ・自己評 価 ・説明の内容 ・資料 との整合性 な ど ・学習活動 を自己評価 させ る。

め を確認す る。
・自己評 価 カー ドに記入 す る。

工 評価 の観点

・自分 で調べた成果 を伝 え、意見を交換 して情報 を共有する ことができたか。

・情報 を多角的に考察 し
、発表す る内容 を客観的 に判断する ことができたか。

・発表 に向けて、構成や 内容について意見を述べ ることができたか。

・発表のための資料作成で、協力 して作業できたか。
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第5時 発表

ア 本時のね らい

単元のま とめの時間 として、発表学習を行い、各 グル ープで調べ た成果をクラス全体 で共

有す る。 また、発表を行った生徒 にっいては、質疑や意 見交換 を通 じて、調べた内容の一層

の深化 と定着 を図る。

特に、各 自の発信す るカ ・表現す るカを互いに評価 しあい 、フィー ドバ ックさせ るととも

に、 自己評価 のための ワークシー トの記入 を通 じて、 これ までの学習の成果 を各 自が振 り返

る。 こうして、異文化 を理解す ると同時に、広 い視野か ら多様かつ多面的なものの見方がで

きる資質 を培 う。

イ 本時の展開

学習事項 学 習 活 動 指導上の留意点

導 ・学習の確認 ・発表の手順や方法にっいて理解す ・発表する上での諸注意

る 。 ・ワー ク シー ト4お よび 自己

入 評価票を配布す る。

・発表 ・班 毎 に発 表す る。 ・発表時 間(5分)を 厳守 さ

展 せ る 。

・各班の発表毎に感想 ・意 見 ・気付 ・発表資料 を配付す る。

い た こ と等 を ワー クシー トに記 入

開 す る。
・発表後 不十分な点 は補 足説

明 を させ る。

・異文化理解 のま と ・食文化をきっかけに
、多文化共生 ・異文 化理解 と多文化 共生の

ま め の意 義について知 る。 意義 を説明す る。

と ・自己評価票に記入す る。 ・第1時 か らの 自分 の学習の

め 過程 を振 り返 り、 どんな発

見や 気付 きが あったか記入

させ る。

ウ 評価の観点

・自分で調べた成果 を論理 的に発表す る ことができたか。

・発表内容 を多角的に考察 し、 自分の感想や意見 をもつ ことができたか。

・食文化には様々な社会的歴 史的背景があることに気付 いたか。

・食文化の様 々な社会的歴 史的背景を読み取 り、表現できたか。
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ワー ク シー ト 晦1

食を通 して考える異文化理解
Q.食 べ物の食 べ 方 ・味 付 け方な どで 、ち ょっと変わ っ てい るけ どお い しい、とい うおす

す めが あ った ら、教 えて くだ さい。

〈人 問に とっての く じら〉

1

ω
α

1

なぜ 、い ろいろ な違い がで て くるの だろ うか?

*捕 鯨をめぐる問題

く捕鯨をめぐる国際間の対立〉

=国 際捕鯨委員会

目的;鯨類の保存とその合理的利用並びに捕鯨産業の秩序ある発展

ロiニ
　 ロ ロ

ーr・・一 一 』i意 騨ll… …一 】

木日

取

】
燃加と

嫉

器

々

4

て策1し耐用っ利よくにな拉と幽川こー4る

て

りしくとつーを1肱

.利るてすし養ー謝ー供感↓

人1 白

ともにの】

r

ー

然

も

ー

れ

ー間中ー要ーに】[

物力必

ば

)卿

肪禾

のと

係間関人

と

ら然じ

間自く人 係と関の

剛鯨捕仮米欧

る

】

ーし

L四オと病力骨ーやを】皮肱は利

貿

猷

劉

か

ど

赤

すーなと

ー

L

てき

瓢
獅

おり】顧よのにる獲ぺ乱食の、てでつーー物かて,、劇}し

めたの間

ll
に

1人ー

τ し↓4

1協勤必

、

し

ま劇】【

ー ー

やし較比を者両

Q,食 につ いて様 々な違 いが あ るこ と、ま たその 背景には 様々 な事情(価 値 観 ・地 城 腔 ・

気候 ・世代 な ど)が あ るこ とに つい て、 ど う考 えます か?

鯨の資源保讃を理由に1982年 か ら商業捕鯨停止を決定

学年 組 番 氏名



ー

ω
①

1

ワークシー トNa2

以 下 の こ と に っ い て 調 べ よ う!

調査事項 調べたことのメモ(詳 細は別紙に書くこと)

1 どの地域で食べ ら

れていますか?

(どの地域で食さ

ないとされていま

すか)

2 どのような人々(民

族など)が 食べてい

ますか?

(ど の よ うな 人 々

が食さないですか)

3 それ を食 す る こ

と ・食 さな い こ とに

自然環境(気 候 ・地

形など)の影響があ

りますか?

4 それ を食 す こ と ・食

さないことに祉会

的背景(宗 教など)

がありますか?

J 食するにあたって

どのようにして食

ぺていますか?(調

理 方 法 、 レシ ピ、栄

養価 、効 用 、マナ ー 、

タブ ー な ど)

6 この食文化につい

てあなたは どう感

じましたか?

.学年 組 番 氏名

ワ ー ク シ ー トNα4 ～評 価 ア ンケ ー ト～

食を通 して考える異文化理解

()班 発表 者()

食材 の名 称

国 または 地域

A=よ くわ か った ・よ くで きた ・よかっ た

〔
B=ま あ渓あ

C=よ くわからない ・よくできていない ・よくなかった

(1)糊 についてAI3C

(2)聞 き馳 やすさABC

(3)鰍 傭 用は適切かABC

(4)嫉 徽ABC

(5)内 容ABC

(6)自 由意見(そ の他気付いたこと、考えたこと、感 じたこと)

学年 組 番 氏名



1

ω
刈

1

ワー ク シー トM3

食 を通 して考える異文化理解

グ ル ー ブ メ ン バ ー(

①発表のための原稿を作ろう

)

1は じめの言葉 「これ か ら 、… グ ル ー プ の 発表 を しま す 」 教 材

2調 査対象 に選んだ ・自分 の思 い 、 き っ か け

理由 「世 界 の 工 場 に な りつ つ あ る 中 国 に 、 興 味 が あ り

ま した」

「 昆 虫が 食料 に な っ て い る こ とに驚 き、 ど こ で

どんな虫が食べられているのかを調べました」

3調 査内容(項 目別)

・場 所 「中国 の 四川 省 と は ここ に あ りま す」 地図

・対 療 「これ が食 用 の昆 虫 です 」 写真

・使 い 方 「調 理 法 は 次 の よ うで す 」 プ リン ト

「どれ くら い の量 、 どれ く らい の 頻度 で 食 べ る の 模造紙

で し よ う」

・効 果 「味 ・栄 養 は 次 の よ うです 」

・背 景 「な ぜ 、 食用 に な っ た の で し ょ う」

一・地 理 的 条件 ・社 会 的 条 件 な どの 視 点 か ら、 背

景として考えられるものを調べ検討する。
・独 自性 、 共 通 性 「同 じような食べ方をしている場所があるか調べ

ま した」

→ 他 の 地域 、民 族 な ど との 比 較 が 可 能 で あ れ ば 、

その独自性や共通性を探す

4分 か っ た こ と ・こ の 調 査 の 結 果 と して 言 え る こ と 、分 か った こ

とな ど

「食 生 活 も地 域 ・民族 に よ っ て ず い ぶ ん 違 う と い

うこ とに 驚 きま したJ

5自 分の意見 ・この 調 査 の 結 果 か ら 、 自 分 が どの よ うな こ と を

思 っ た か 、気 付 い た か な ど

「自分 は好 む(好 ま な い)が 、 違 い を受 け 止 め る

と い う こ と は ・ ・ 。 ・」

6終 わ りの雷葉 「こ れ で 、… グル ー プ の 発 表 を 終 わ ります 」

② 原 稿 づ く りの 注 意 点

ア ポ イ ン トを 絞 り、 設 定 した 時 間以 内 に納 め る構 成 をす る(盛 り込み す ぎな い)。

イ 発 表 の 仕 方 に は 、 説 明 、 掛 け合 い 、 質 問 タイ ム な どを効 果 的 に組 み合 わ せ る。

ウ 稠 査 の 過 程 で の エ ピ ソー ドな どが あれ ば 、 譜 の途 中 に盛 り込 め る とよい 。

③書き込み欄

ア 食材の効果や使い方とその背景

イ 独特な点や共通点

ウ 分 か っ た こ と 、特 に強 調 した い と こ ろ

オ この 学 習 で 自分 が 分 か っ た こ と ・気 付 いた こ と

(調 べ た 内 容 か ら、 協議 ・資料 作 成 か ら 、発 表 か ら な ど視 点 は 自 由)

学年 組 番 氏名



(4)評 価

ア 評価 についての考え方

地理 ・公民グループでは、学習指導 にお ける個々の学習状況 を的確に評価 し、それを指

導 に結び付け、生徒一人一人が確 かな学力 を身 に付けてい くことが大切 と考えた。そのた

めに、指導計画だけでな く、「評価規準 と評価計画」を立て、指導 と評価の一体化 を図る と

ともに、効果的な評価 方法 を検討 した。具体的 には、それ ぞれの授業のね らいを分析 し、

4観 点(ア 社会的事象への関心 ・意欲 ・態度 、イ 社会的 な思考 ・判断、ウ 資料活用

の技能 ・表現、工 社会的事象への知識 ・理解)か ら評価 規準を検討 し設定 した。そ して、

評価計画を作成 し、そのなかで学習活動 に合 わせて評価 方法 を具体化 した。授業実践のな

かでは評価規準をも とに、生徒の学習状況を把握 し、それ ぞれの観 点か ら生徒の学習状況

に応 じて評価方法 を工夫 した。

また、生徒 自身 が 自らの学習活動 に気付 き、 自分 を見つめ直すきっかけとな り、そ の後

の学習活動の充実や発達 を促す とい う意味か ら毎時間 ごとに 「自己評価票」を記入す る と

い う方法を取 り入れ た。 自分は1時 問の授業で 「何 を理解 したか」 「何を考 えたか」 「何が

できるよ うになったか」 など、生徒 自らの学習の取 り組みや理解度を 自分で評価す る。 自

己評価票は簡単なアンケー ト形式でABCの3段 階 で答 えられ るもの とした。このこ とで、

簡便で継続的 ・効果的な評価が行 えると考 えた。

イ 評価規準 と評価計画

観 ア 社会的事象 イ 社会的な思 ウ 資料活用の 工 社会的事象 評価方法

へ の 関 心 ・意 考 ・判 断 技能 ・表現 へ の知 識 ・理解

点 欲 ・態 度

*食 文 化 に つ い *食 文化の背景 *捕 鯨問題の背 *意 見交換

て様 々 な違 い に は様 々 な 事 景 につ いて 理 の観察

第 が あ る こ とに 情 が あ る こ と 解する *ワ ー ク シ

関心 を も と う を正 しく判 断 一 トへ の

1 としてい る し、考 察 して い 取 り組 み

る の観 察 と

時 分析

*自 己評 価

票の分析

*自 分 の 調 べ る *食 文化に関す *ワ ー ク シ

食文化につい る様 々資料か 一 ト へ の

第 て関心をもつ ら必要な情報 取 り組 み

2 を集 め、取捨 の観察

時 選択す るこ と

ができる
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*自 分 が 調 べ た *食 文化に関す *ワ ー ク シ

第 食文化が他の る様 々な資料 一 ト内 容

国か らみれば から必要な情 か らの 分

3 異 質 な もの と 報 を集 め、調 析

してみ られ る 査 ・研 究す る *自 己評 価

時 こ と に つ い て ことがで きる 票の分析

考察 している

*発 表 内容 を論 *発 表 に 向 け *各 自が 調べ た *机 間指導

理的 ・合理的に て、構 成や 内 成果を説明 し、 に よ る 協

第 判断する 容 につい て意 情報の共有が 議や資料

見 を 出 し、 協 できる づ く り へ

4 議できる の 取 り組

*発 表 のための みの観察

時 資料づ く りに *自 己評 価

お い て 、 協 力 票の分析

して作成 で き

る

*食 文 化 に は さ *食 文化の社会 *発 表 内容

第 まざまな社会 的 ・歴 史的背 の観察

5 的 ・歴史的背景 景 を 読 み と *自 己評 価

時 が あ る こ とに り、 表 現 で き 票分析

気付 く る

ウ 評価方法の工夫

評価方法については、①発問 に対す る回答内容 の分析、② 文献やインターネ ッ ト検索で

の調べ学習や ワークシー トへの記入 な ど授業に取 り組む姿勢の観 察、③ ワー クシー トへ の

記入内容 の分析 、④ 自己評価票の分析、⑤表現 ・発表 内容の観 察 ・分析な ど、様 々な観点

や方法 がある。 これ らの評価方法 を授業実践において実際に検証す ることに した。 とくに

自己評価票 については、1時 間 の授業 のなかで、何 を学び、何 を得 たのかを生徒 自らが評

価 し、 目標 に到達できたか どうか を知 るだ けでな く、教師の授業の在 り方 もここで評価 さ

れ、それをフィー ドバ ックす ることで さらに工夫 と改善がで きるものを作成 した。 また、

今回のテーマである食文化を通 した異文化理解 についても、初 めは戸惑い をもった生徒 も、

自ら調べた知識や認識に よ り、考 え方や感 じ方が変化 してい った ことが ワー クシー トの記

述か らも うかが えた。 これ は生徒の考えや態度 、取 り組みの変化 を評価す る形成的評価 と

いえよ う。 この ように観点別 による評価 、自己評価、 ワー クシー トによる形成的評価な ど

を取 り入れ ることによ り、生徒 の学習状況 を多面的に評価す る工夫を試みた。以下 にそれ

ぞれの授業の 自己評価票を紹介す る。
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第1時 自己評価票

「食 を通 して考える異文化理解 」(1時 間 目)

組 番 名前

A:よ くわかった/よ くできた

C:よ くわか らない/あ ま りできていない

自己評価票

B:ま あまあわかった/ま あまあできた

1食 文化についていろい ろな違 いが あることについて

関心 をもつ ことがで きたか

2違 いの背景には様 々な事情 があることについて

自分な りに考えを深 めることができたか

3捕 鯨や禁忌の問題 につ いて理解 できたか

A

A

A

B

B

B

C

C

C

第2・3時 自己評価票

1

2

3

4

5

「食 を通 して考え る異文化理解」(2・3時 問 目)自 己評価票

組 番 名前

A:よ くわかった/よ くで きたB:ま あまあわかった/ま あまあできた

C:よ くわか らない/あ ま りできていない

自分の調べ る食文化について関心 をもっ ことができたかA

必要な情報 を積極的 に集 めることができたかA

調査結果か ら、その国 の食文化 の背景にっいて理解 できたか。

A

食文化の 「違い」にっ いて受け入れ ることがで きたか

A

今回の 「自分で調べ る」授業の形 式について どうだ ったか

A

B

B

B

B

B

C

C

C

C

C

/'



第4時 自己評価票

1

2

3

4

5

「食を通 して考える異文化理解」(4時 問 目)自 己評価票

組 番 名前(

A:よ くわかった/よ くできたB:ま あまあわかった/ま あまあできた

C:よ くわか らない/あ ま りできていない

調べ ることを 自分の言葉 に して、仲間に伝 えることがで きたか

AB

仲間の意見を多角的に考察 し、発表の内容 をま とめるこ とができたか

AB

資料作成の時に、協力 して作業できたか

AB

発表 の仕方につ いて 自分 の考 えを伝 え、役割分担 ができたか

AB

発表の方法 を、工夫する ことができたかAB

)班

C

C

C

C

C

第5時 自己評価票

1

2

3

4

5

6

7

「食 を通 して考 える異文化理解」(5時 間 目)

組 番 名前

A:よ くわかった/よ くで きた

C:よ くわか らない/あ ま りで きていない

学習活動 に積極的に取 り組 んだか

今回の授業 のテ ーマに興味 ・関心 をもてたか

異なる食 文化 について視野を広 めることがで きたか

グループ協議 の中で 自分 の意見を伝 えられたか

資料 を活用 しなが らうま く発表できたか

食文化の違いについて理解できたか

自己評価票

(

B=ま あま あわかった/ま あまあできた

A

A

A

A

A

A

自由意見(全 体 を通 じてわかった こと、気付いたこ と、考えた こと)

B

B

B

B

B

B

)班

C

C

C

C

C

C
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(5)分 析 と考察

地理 ・公 民グループでは、普通科 、工業科、商業科の4校 で検証授業を行った。 その結果

か ら以下の ことを考察 した。

E高 校の場合

まず、第1時 で あるが、 「身近な食事で食べ方、味付 け方な どでち ょっと変わ ってい るが、

おい しい と思 うものを答 えよ う」とい う問いかけで、授 業を開始 した。この問いかけに対 し、

生徒の反応は とてもよく、 自分たちの食事の様子 をそれぞれ発言 し、 「本 当におい しいの?」

と疑問を抱かせ るよ うな食べ方 も登場 した。食事 とい う身近 な話題 を取 り上げ、かつ他人 の

好み を知 ることができる とい う点で活発 な意見交換 がで きた。食文化 を例に、私たちは常 に

異文化 との交渉を余儀 な くされている とい うことを理解す る とい う点で、この授業への導入

は成果があった と考 える。 この授 業の結果は、検証授業 をお こなった4校 でほぼ同様 の結果

を得た。

次 に第2・3時 では、調べ学習を行った。あ

る学校では図書館 にて授業 を行 ったが、事前に

あった図書館の資料は百科事典 と料 理関係の本

程度 だったので、それ以外 の資料 をかな り揃え

な くてはな らなかった。 そ こで、本校の学校図

書館 の方に協力 してもらい、新たに食に関す る

本を購入 した り、他の地域 図書館 か ら集 団貸出

を してもらった りして資料をそろえた。

また、インターネ ッ トを利用 して、事前 にプ

リン トアウ トしてまとめた資料 も作成 した。

(参考文献 として新たに購入 した本:16冊 、

他 の地域図書館か ら借 りた本19冊 、インター

ネ ッ トで作成 した資料10冊)

また、図書館では どこに どの本が あるか探す

時 間を省 くため、専用の書架 に関係 の本をそ ろ

え、本の 目次か ら、 この本 には何の食が載 って

いるのかがわか るよ うに食 の名前 を書いたブックマー クをは さんでおいた。

実際の授業で は、 グループ分 けを し、それ

ぞれ調べ る項 目を決 め、それにつ いて調べて

いった。 生徒 たちは、本を手に取 り、 自分の

調 べる項 目が どこにあるかを真剣 に探 してい

た。 ただ、'調k学 習 の場合 、調べ た資料 か ら

何が分か ったかをま とめたほ うがや りやすい

とは思 うが、今回は調 べ るポイン トをあらか

じめ決 め、それについて文献検索を した。

なかなか思 うよ うな資料がなく、戸惑 う生
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徒 もいたが、 こちらである程度 どの本を調べれば載 ってい るかを確認 してお き、生徒 のサ

ポー トを した。 また、イ ンターネ ッ ト検索ができるコン ピュー タもあ り、それを用いて資

料検索をす る生徒 もかな りいた。多 くの生徒、はコン ピュー タの活用 に習熟 していた。全

体的には、 よく調べ 、積極的 に活動 した授業であった。 しか し、 グループによって進度 の

差があ り、ある程度 の内容で うち切 らな くてはいけないグループがでてきた。

4時 間 目は、各 自が調べた ものを グルー プで

もち寄 り、話 し合 いを しなが ら発表資料 をつ く

る授業 であった。発表資料はス ピーチを主体 と

し、視覚効果 として模造紙(2枚 程度)や 掛 け

地図、プ リン ト資料 を作成 した。 できた ら、 コ

ンピュータのプ レゼンテー ションソフ トを用い

て、ス ライ ドシ ョーを したい と思っていたが、

授業時間の関係 か ら今回 はできなか った。生徒

それぞれ の個性的な資料 を作成す る活動 は、主

体的 に表現す る力 を培 うもの として今後 さらに

繰 り返 し実施 してい く必要 を感 じた。

最後 に発表授業 であ るが、5分 とい う時間でいかに効果的 に分か りやす くプ レゼ ンテー

シ ョンを行 うかが課題であった。そ して、それ を聞いた生徒た ちが食 を通 しての異文化 を

どの よ うに理解す るかがポイ ン トで あった。高校での発表授業 とい うのはあま り経験 がな

く緊張す る生徒が多か ったが、イラス トや地図を使 うな ど分 か りやす く説 明 していた。 聞

く生徒た ちも 自分の仲間が発表す るの を楽 しそ うに聞いていた。知識的に も理解が深 まっ

た と考 える。

今回、 自己評価を用い、 自らの授業への取 り組み を評価 させた。 その結果 、生徒だ けで

な く、教師 としても、何が分かったのか、 どれ くらい関心を もてたのかなどがおおまかで

はあるが、判断 できた と思 う。 このこ とは、今後 の授業を改善す る手だてにつ なげるこ と

がで きると考える。 以下 にそれぞれ の授業の自己評価の集 計結果 を載せてお く。

第1時 自己評価

A:よ くわか った/よ くできた

B:ま あまあわかった/ま あまあできた

C:よ くわか らない/あ ま りできていない

質問項 目

1食 についてい ろいろな違いが あるこ

とについて関心 をもつ ことができたか。

2違 いの背景 には さまざまな事情がある

こ とについて 自分な りに考 えを深 めるこ

とがで きたか。

3捕 鯨や禁忌の問題 について理解で きた

か。
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第2・3時 自己評価

質問項 目

1自 分の調べる食について関心をもつ こと

ができたか。

2必 要 な情報 を積極的 に集 める ことができ

たか。

3調 査結果か ら、その国の食 文化 の背景に

ついて理解で きたか。

4食 文化の 「違い」について受 け入れ るこ

とがで きたか。

5今 回の 「自分で調べ る」授業 の形式につU

80%

sox

團

第4時 自己評価

質問項 目

1調 べ ることを自分の言葉 に して、仲間に

伝 えることができたか。

2仲 間の意見 を多角的に考察 し、発表の内

容 をま とめることができた か。

3

4

5

資料作成 の時に、協力 して作業で きたか。

発表の仕方 について 自分の考 えを発言 し、

役割分担 ができたか。

発表の方法 を、工夫す るこ とができたか。

第5時 自己評価

質問事項

1

2

3

4

5

6

7

学習活動 に積極的に取 り組んだか。

今回の授業のテーマに興味 ・関心を

もてたか。

異なる食文化について視野 を広める

ことがで きたか。

班別協議の中で自分の意見 を伝 え ら

れたか。

資料 を活用 しなが らうまく発 表でき

たか。

食文化の違いについて理解できたか。

團

自由意見(全 体 を通 じてわか った こと、気付いた こと、考えた こと)

團

11



F高 校の場合

異文化理解 とい う大 きなテーマで あったが、 「食」 を通 して展開 した ことは、生徒 にとって

は身近 で とらえやす い学習内容であったといえる。 この ことは、第1時 の自己評価 票項 目1の

結果 では、AとBが 合わせ て約95%と 大半 を占め、Cは4.8%に とどまっていることか ら裏付

けられ る。 また項 目3の 結果か ら、捕鯨や宗教上の禁忌な ど個別 問題につ いての基礎知識 もA

とBを 合 わせてや は り約95%と なってお り、理解 しやすかった といえる。

しか し項 目2に つ いては、Bが6割 以上で、Cも15%と い う結果か ら、第1時 は考 えを深 め

るきっかけを講義形式の授業 を通 して与えた段階である といえる。生徒 の意見 ・感想か らは、

異なる存在 についてよく知ることが大切で ある とい う内容の ものが多 く見 られ た。 こ うした意

識 を実際に深 めるのは、第2時 以降の生徒主体の調べ学習や発 表学習であると考える。

〈1時 間 目 自己評 価 票 結果>

A=よ くできた/わ かったB=ま あまあできた/わ かったC=あ まりできなかった/わ か らなかった

質 問 項 目 A B C

1 食 につい てい ろいろな違 いが あ るこ とにっ

いて 関心 を もつ こ とがで きたか 56.8% 38.4% 4.8%

2

違 いの背景 に は様 々な事情 が あ るこ とにっ

いて 自分 な りに考 え を深 め る ことが できた

か

24.0% 61.0% 15.0%

3 捕 鯨 な どの 問題 につ いて理解 で きたか 44.6% 50.0% 5.4%

〈生徒の感想 〉

・生まれた国(住 んでい る国)に よ り、環境や文化 、習慣な どが違 い、食 に限 らず 、様 々な

違 いが生 じるのは当た り前である と思 う。 自分 だけの価値観 で物事 を判断す ることは正 し

い とは思わない。様々な意 見を聞 き、相 手の立場 になって同 じ目線で考えることが とても

重要 となって くる と思います。 しか しこのことを行動に移す ことは とても難 しく、 このこ

とが原因 となっていろいろなな争 いが起きるのだ と思います。互いに積極的に相手 のこ と

を知 ってい こ うとす る態度が必要 だ と思います。

・その国 にはその国な りの文化 があ り、食べ方や味付 けには違いが出るのは当た り前 だ と思

う。で もその中で一緒に生 きてい くには、お互 いがお互い を知 ることだ と思 う。 その人に

はその人の生きてきた環境 とい うものがあるか ら。

・とらえ方や考 え方が違 うことについて、根本的な価値観の違い をどうや って合 わせ るのか

ではな く、それぞれ を理解 し、お互いが少 しず つ譲 り合 うことが大切だ と思います。誰 で

も 自分 が得 を したい と思 う心 は一緒ですが、そこを少 しだけ変 えて、 「相手の立場 になっ

てみ る」をみんなの心のテーマ に して考 えれ ばだんだん社会は よくなってい くと思 います。
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G高 校の場合

「食」 とい う身近なテーマか ら学習活動に入ったため、生徒の関心は普段 よ り高か った。顔

を黒板に向けて、素朴 な疑問で も真剣 に質問する生徒が相次 いだ。

しか しなが ら、食文化の違 いについての取 り扱 いで、捕鯨(IWC)に 関する内容 は、生徒

には環境 問題 としての認識があるため、食文化にっ いての視点 を明確 にす る必要があった と考

える。

また、 ワークシー トに感想や意見 を記入 させ る学習方法では、 日頃 こうした実践が少 なかっ

たため、十分 な時間を用意する配慮 に欠 けて しまった。 また、発表学習 でも、時間配分 に課題

が残った。 いずれにせ よ、生徒 に作業や 体験的な学習 を円滑に行わせ るには、周到な用意 と事

前準備 、そ して指導者 自身の豊富 な経験が必要である と痛感 した。

〈生徒の感想 〉

・文化の違いや感 じ方の違い(と い うものがわかった)

・一人一人の考 え方が違 うな ら、国によっての違いがあるのは当た り前。 だけど行 き過 ぎた

考え方は結局人間のわが ままになって しま う。

・いろいろな違いがあっていい と思 う。

・様々な風土に様 々な価値観があるの は当然のことで
、その背景 については独特の良 さがあ

る。

・食文化や動物 に対する価値観 の違 いは仕方ない
。

・人間っていろいろな考え方があって面 白い。

・それぞれの文化なので、 どこの国で何 を食べ よ うととやか く言 うことではない。

・他 の国の食べ物や食べ方に文句を言 うのは
、その国の文化 を否 定 しているの と同 じで、何

だか嫌 だな と思 った。
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皿 まとめ

1日 本史 「女性の地位 ・権利の歴史」

研究 の前半では、新学習指導要領 の検討 を中心 として、地理 ・歴史、公 民科がは ぐくむべ き

「生 きるカ」 とは何 か、地理 ・歴史、公民科で培いたい資質 ・能 力 とは何かについて討議 し、

さらに指導 と一体化 した評価 について、そ の目的や方法などにっ いて検討 した。 この よ うな研

究活動 の成果 を踏 まえた うえで、研 究のね らいである 「自ら学 び 自ら考 えるカを培い、社会 の

変化に主体的に対応 できる資質 を育て る」 ために、 日本史 グルー プでは 「女性の地位 ・権利 の

歴史」 とい う主題学習 を設定 し検証授業 を行 った。

「女性 の地位 ・権利 の歴史」 とい う主題 を設定 し追究す る学習を行 った ことに よって、現代

の課題であ る男女共同参画社会 の実現に向けてその意識 を喚起 し、十分 とはいえないまでも知

識や能力を身に付 けさせ ることができたのではないか と考える。 それ は多 くの生徒 が今回 の学

習に対 して興味 ・関心をもち、積極的に授業 に取 り組 んだ と自己評価 していることに表れてい

る。今回の学習 を今後 どのよ うに発展 させ てい くか とい うことが重要であるが、 「今 よ りもっ

と女性 が認 め られ る社会に したい。 そ して男性 と対等に仕事がで きる人間にな りたい。」な ど

の感想 を書いた生徒がお り、現状 の認識や学習 したことの理解に と どま らずに 自分の これか ら

の在 り方や生き方 として.とらえていこ うとす る姿勢が感 じられた。 また、現在 でも女性 の不利

益な立場が十分 に改善 されていない状況に気付 かせた ことは、これか ら社会に出て就職 ・結婚

・子育て を してい く生徒の生き方 に影響 を与えるもの になったの ではないか と考え る。

学習の展開 としては、これまでの概説的な授業展開だけではな く、生徒 自身が主体的 に課題

を追究 し解決す ることができる学習活動 を工夫 した。具体的 には身近な人へのイ ンタビューや

発表学習を取 り入れた り、生徒 自身が民法にっいて比較 ・検討、考察 した りする とい う学習活

動 を行 った。 このよ うな学習活動 によ り、学習内容が強 く印象付 け られ学習に対す る意欲 も高

ま り理解が深まったのではないか と思われ る。 また 「生 きる力」 を培 うとい う観点か らも、情

報 を取 り出 し考察を加え、自分 の意見 をま とめ発表す るとい う学習 は 「自ら学び 自ら考 える力

を培 う」 ことに有効である と思われ る。 さらに史資料の読み取 りを行 うことに よって、歴史学

習の方法 を経験 する とともに、課題 に対 して 自ら主体的に取 り組む姿勢を育成できたのではな

いか と考 える。

学習指導の改善に不可欠 な評価につ いては、単元の評価計画を立て各時間毎の評価の観 点を

設定 して授 業 を行 うとともに、毎時 間何 らかの形で生徒 にその時 間の学習を振 り返 らせ る時問

を設 けた。 それ によ り生徒 自身が 自分 の学習状況を確認で きるとともに、指導者の側 も授業 の

成果 を確認 し生徒 の実態に即 した学習活動の展 開に生かす ことが できたのではないか と思われ

る。

今 回の研究活動全体 を通 して、これか らの新 しい授業づ くりに大 きな指針が得 られた と思 う。

それ は、 とりもなお さず生徒のための授業づ くりを心が けるとい うことであ り、高度情報化 を

中心 とした変化 の激 しい時代の中で、豊かに生きるカ を育成す る とい うね らいを常 にもって授

業をつ くってい くとい うこ とである。今後 も今回の研究成果 を生 か し、授業研 究、授 業実践 に

取 り組 んでいきたいと考える。
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2地 理 ・公民 「食 を通 して考える異文化理解」

今回、研究主題にふ さわ しいテーマ を考える中で、異文化理解 を取 り扱 うことにな った。 と

りわけ 「社会の変化に主体的に対応 できる資質 を育て る」 とい う点で、国際化は大 きな社会の

変化 である。また生徒の現状 を分析す るなかでも、 自己中心的、 コ ミュニケー ション能力の不

足 とい ったことがあげ られ 、自分 と異 なることや違 う文化への理解 を深める必要が指摘 され た。

その異文化理解 とい う大きなテーマの中で、生徒の取 り組みやす さとい う観点か ら 「食」 を取

り上げることに した。

学習方法 を考 える上 では、 「自ら学び 自ら考 えるカ を培 う」ために有効 な手段 を取 り入れ る

ため、講義 形 式だけでな く、生徒に よる調べ学習 とその結果 のまとめ ・発表の時間を計画 した。

特 に発表については、発表 の仕方 をプ リン トで示 し、それ にあった形で準備 ・発表す ることを

通 して、今後様々な場面で必要 になって くるプ レゼ ンテーシ ョンの技法 を身に付けるこ ともね

らい とした。

また評価については、 日頃 どうして も試験の結果が 中心にな りがち とい う反省 か ら、授業 の

各段階 ごとの評価規準 と評価計画 を立て、指導 と評価の一体化 を目指 した。 具体的には自己評

価票の利用によ り、生徒 自身 も随時 自分 の学習状況 を認 識でき、教師の側 も生徒の学習状況 を

把握 できるよう工夫 した。

実際に授業 を行ってみ ると、テーマについては予想通 り生徒 の関心は高 く、取 り組みやす か

った とい う感想が寄せ られた。第1時 は講義形式 で全体の導入 の時間にもあた り、生徒はテー

マ についての興味 ・関心 と基礎知識 を身 に付 けた。第2・3時 の調べ学習 を通 じて さらに理解

を深 め、第4・5時 のまとめ ・発表の作業 を通 して、 自ら考え、その内容 を分 か りやす くま と

め、それ を人 に伝 えることで、一っの完結 した学習ができたこ とは大きな成果 であった。

今後の課題 としては、調 べ学習 ・発表 といった取 り組みを 日頃か ら授業の中で取 り入れ るこ

とで、生徒に主体的学習→ 考察 ・まとめ→発表 とい うカ を身 に付 けさせてい くこ とが必要であ

る。今回は調べ学習 の際 もワー クシー トを準備 し、調べ る内容 もある程度 こち らで選 んだ題材

の範囲での作業であったが、そ うした取 り組みを積み重ね ることで、 より主体性の高い調べ学

習ができるようになる と考える。発表にっ いて も同様 に、繰 り返 し発表 の機会をもつこ とで発

表の方法を身 に付け させ ることができると考えられ る。 これ か らも、 こうした生徒の主体的な

学習を取 り入れてい くこ とに より、生徒 自身 に地理 ・歴史、公民 の教科 を学ぶ楽 しさや、分 か

る楽 しさ、そ して発 見す る楽 しさを実感 させ ていきたい。
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